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は じ め に

校 長 生田 視義

本校は、全国初の理数科単科高校として平成１６年に開校し、当初から教育特区の認定を受

け、学校設定科目「探究科学」をはじめとする特色あるカリキュラムで理数教育を推進してき

ました。平成２３年度には文部科学省から第１期５年間のスーパーサイエンスハイスクール（Ｓ

ＳＨ）の指定を受け、さらに特色ある理数教育を充実・発展させるべく、生徒にとっても魅力

ある様々な教育活動を展開し、取り組んできました。そして今年度からは、第２期５年間の指

定を受け、対象を全生徒に拡大し、全教員で取組を進めています。

本校はＳＳＨの研究開発課題のテーマとして、「科学のアトリエ‐奈良から世界へ翔る科学

技術系グローバル人材育成プログラム‐」を掲げ、社会の変化に主体的に対応する柔軟性を有

し、グローバルな視点とローカルな視点の双方から物事をとらえることができ、豊かな創造性

による科学技術イノベーションをもたらす人材の育成を目指しています。その達成のために次

の ～ の３つのプログラムを設定し、具体的な取組を進めています。

青翔スパイラルアップ・プログラム

自ら探究する力、伝え合う力の育成をめざす創造性を重視した発展・伸長型探究プロ

グラム 。

関連科目：スーパー探究科学

青翔グローバル・コミュニケーション・プログラム

世界に視野を広げ、国際社会で役立つ英語を使いこなせるコミュニケーション能力、

情報発信能力の育成をめざす国際教育プログラム。

関連科目：スーパーサイエンス英語、グローバルコミュニケーション

青翔エクスペリエンス・ラーニング・プログラム

体験を通して、知識と技能の確実な習得と、その深化、総合化をめざす理数教育プロ

グラム。

関連科目等：スーパーアナライズ数学、スーパーロジック国語、青翔アラカルト・ワ

ークショップ

本校独自の取組である「地域とともにある学校づくり」、「国際交流（タイ姉妹校との交流、

アメリカ研修）」等においても関係者、諸機関との連携を深め、意義ある教育活動を展開して

います。特にタイ姉妹校との交流は４年目となりましたが、本校生がタイの「 ‐ 」に

参加したり、タイの生徒さんにホームステイを体験してもらったり、ますます充実しています。

また、今年度から実施したアメリカ西海岸研修では、ＮＡＳＡやボーイング社等の最先端の科

学に触れ、現地の高校との交流も行うことができました。

また、平成２６年４月に開校した、併設の県立青翔中学校においても、本校の理数科教育の

取組と成果、ＳＳＨ指定による研究成果等を活かして、中学校における理数教育の一層の拡充

を図っています。

この実施報告書は、平成２８年度における本校の取組の紹介とともに、研究成果や課題等を

まとめたものです。多くの方々にご覧いただき、ご批評やご助言を頂戴できればと願うところ

です。

最後になりましたが、本年度、ご指導、ご支援賜りました運営指導委員の皆様をはじめ、連

携いただいた大学、企業の皆様方に対しまして、厚く御礼申し上げます。
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�ձ� 研究開発課題  

⛉Ꮫの࢚ࣜࢺ࢔�㸫ዉⰋࡽ࠿ୡ⏺࡬⩧る⛉Ꮫᢏ⾡⣔ࣝࣂ࣮ࣟࢢேᮦ⫱成࣒ࣛࢢࣟࣉ㸫�

�ͤ 研究開発課題に「アトリエ」としたのは、ᩥ໬・ⱁ術などの人㢮の㑇産から、᪂しいものを生みฟ�
す�๰㐀�する体験を、科学研究を㏻して実㊶さࡏたいと考えるからである。 

�ղ� 研究開発のᴫせ  
以下の３つの体験重どᆺ教育プロࢢラ࣒を体系的に⤖ࡧつࡅて推進する。�

（１）自ら探究する力、ఏえྜ࠺力の育成をめざす๰㐀性を重どした発展・ఙ長ᆺ探究プロࢢラ࣒

（㟷⩧࣒ࣛࢢࣟࣉ࣭ࣉࢵ࢔ࣝࣛ࢖ࣃࢫ）に係る学校設定科目「スーパー探究科学」とࡑれに関

わるᆅᇦ㈉⊩のさらなる研究及ࡧ実㊶を行࠺。�

（２）ୡ⏺にど野をᗈげ、国際社会でᙺ立つ英語を౑いこなࡏるコミࣗࢣࢽーション⬟力、情報発

ಙ⬟力の育成をめざす国際教育プロࢢラ࣒（㟷⩧ࣛࢢࣟࣉ࣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ࣭ࣝࣂ࣮ࣟࢢ

࣒）に係る᪂たな学校設定科目「スーパーサイエンス英語」及ࢢ」ࡧローバルコミࣗࢣࢽーシ

ョン」の研究及ࡧ実㊶を行࠺。�

（３）体験を㏻して、知識と技⬟の確実な習ᚓと、ࡑの῝໬・⥲ྜ໬をめざす理数教育プロࢢラ࣒

（㟷⩧࢚࣒ࣛࢢࣟࣉ࣭ࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࢫ࢚ࣥࣜ࣌ࢫࢡ）に係る学校設定科目「スーパーアナライ

ズ数学」及ࡧ「スーパーロࢪック国語」、課外活動プロࢢラ࣒「青翔アラカルト・ワークショ

ップ」の研究と実㊶を行࠺。 
�ճ� ᖹ成㸰㸶ᖺᗘ実施つᶍ  

第１学年３クラスの１、ࡕ࠺クラス（40 名）を「スーパーサイエンスコース」（以下、「ＳＳ

コース」とい２、（࠺クラス（80 名）を「理数コース」として、ධ学者を選ᢤするが、平成 27 年

度ධ学生徒（⌧２年生）以㝆は、いずれのコースの生徒もＳＳＨの主対象とする。これら全生徒を

対象に、学校設定科目「スーパー探究科学」（第１学年２༢఩、第２学年２༢఩、第３学年２༢఩）、

「スーパーアナライズ数学」（第１学年２༢఩）、「ࢢローバルコミࣗࢣࢽーション」（第３学年

１༢఩）を必ᒚ修科目として設定する。「ＳＳコース」と「理数コース」との違いは、๓者が本校

の研究開発の目的の１つとしているࢢローバルなど点とローカルなど点の཮方から≀事をとらえ

る人ᮦ育成をよりල体໬している点である。つまり、「ＳＳコース」では、「スーパーサイエンス

英語」（第１学年１༢఩、第２学年１༢఩）を必ᒚ修科目として、「スーパーロࢪック国語」（第

３学年２༢఩）を選択科目として設⨨するとともに、タイにある姉妹校との交流・共同研究も、本

コースの生徒を対象とする。 
�մ� 研究開発ෆᐜ  
○研究ィ⏬�

㸦㸯㸧㸯ᖺḟ㸦今ᖺᗘ㸧�

� � ௒年度は、ＳＳＨ第２期ึ年度とい࠺こともあり、第１期で研究開発を行ࡗた探究活動の指導

法や体験重どの理数教育についての成果を踏くし、௒ᚋの研究計⏬を立᱌した。特に、主対象生

徒を学年全体にᣑ大することで、第１期の主対象生徒である「ＳＳコース」と᪂たに主対象とな

のኚ容について、第２期のᰕの１つである科学技術ࡑた「理数コース」の生徒の意識の違いやࡗ

系ࢢローバル人ᮦの育成のᡭẁとしての英語によるコミࣗࢣࢽーション⬟力の向上について、本

校ＳＳＨ事業の成果普及の方法について、重点的に研究を行ࡗた。 
㹟）「青翔スパイラルアップ・プロࢢラ࣒」の研究開発について 

� � ・第１・２学年におࡅる「スーパー探究科学」について、展開内容及ࡧ評価についての検ド、理数

コースにおࡅる第１期の「探究科学」との違いの検ド、大学や企業等との連携の検ド。 
� � ・独自テキストࠗスーパー探究科学ࠓᇶ♏・ᇶ本⦅࠘ࠔの改訂と普及。 

・「スーパーアナライズ数学」や「スーパーサイエンス英語」との体系的な連携についての検ド。 
� � ・中学校課外活動「数学探究」及ࡧ「理科探究」について、指導計⏬と教ᮦの研究及ࡧ開発、課外

活動「統計」との体系的な連携についての検ド、高等学校「スーパー探究科学」との体系的な᥋

続についての研究。 

― 1 ―
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㹠）「青翔ࢢローバル・コミࣗࢣࢽーション・プロࢢラ࣒」の研究開発について 
・第１学年の「スーパーサイエンス英語」について、展開内容や教ᮦ開発についての検ド、ＡＬＴ

や外国人␃学生等との連携の検ド。 
� � ・中学校英語及ࡧ᪤Ꮡの「コミࣗࢣࢽーション英語Ⅰ」「英語表⌧Ⅰ」との体系的な連携について

の検ド、中学校課外活動「英会ヰ」との体系的な連携についての検ド。 
� � ・第２学年で実施する「スーパーサイエンス英語」についての指導計⏬と内容の研究及ࡧ開発。 
㹡）「青翔エクスペリエンス・ラーࢽンࢢ・プロࢢラ࣒」の研究開発について 

・第１学年の「スーパーアナライズ数学」について、展開内容や教ᮦ開発についての検ド、情報系

大学や測量専門学校との連携の検ド、第１期のＳＳコースのみに開講していた「スーパーアナラ

イズ数学」（１༢఩）との違いの検ド、中学校数学及ࡧ᪤Ꮡの「理数数学Ⅰ」との体系的な連携

についての検ド、中学校課外活動「統計」との体系的な᥋続についての研究。 
・課外活動「青翔アラカルト・ワークショップ（ＳＡ㹕）」について、講座内容や生徒の選択≧ἣ

についての検ド、外㒊講師との連携や外㒊施設の฼⏝についての研究、「スーパー探究科学」や

㏻ᖖの教科・科目との体系的な連携についての検ド、第１期の学校設定科目「スーパーフ࢕ール

ドワーク」「スーパーものづくり」との違いの検ド。�  
㹢）上グ以外の取組について 

� � ・Webペーࢪの内容、ᗈ報のᅾり方、成果の普及等の検ド。 
� � ・᪤Ꮡの行事に加え、「サイエンス・ギャラリー」「探究による授業改善シン࣏ࢪウ࣒」等の内容

及ࡧ関係機関との連携。 
� � ・タイの姉妹校への海外研修、᪂たにጞまるアメリカ西海岸への海外研修の教育効果について 

の研究。 
・ే設中学校ධヨ動向と、ࡑれにకいኚ໬する内㒊進学生と高校ධ学生の数について県教委と

連携しての検討。 
㸦㸰㸧㸰ᖺḟ�

㹟）「青翔スパイラルアップ・プロࢢラ࣒」の研究開発について 
・「スーパー探究科学」について、１年次に加えて、中学校「数学探究」「理科探究」「統計」

との体系的な᥋続についての検ド、内㒊進学生と高校ධ学生の指導内容についての検ド。�  
・独自テキストࠗスーパー探究科学ࠓ研究・発展⦅࠘ࠔの改訂と普及。 

㹠）「青翔ࢢローバル・コミࣗࢣࢽーション・プロࢢラ࣒」の研究開発について 
� � ・第１学年の「スーパーサイエンス英語」について、１年次に加えて、中学校「英会ヰ」との 

体系的な᥋続についての検ド。 
・第２学年の「スーパーサイエンス英語」について、展開内容や教ᮦ開発についての検ド、�

㹈Ｓ㹎ＳフェローやＡＬＴ等との連携の検ド、理科及ࡧ数学教員と連携したイマーࢪョン授

業に関する研究。 
� � ・第３学年で実施する「ࢢローバルコミࣗࢣࢽーション」についての指導計⏬と内容の研究及ࡧ

開発。 
㹡）「青翔エクスペリエンス・ラーࢽンࢢ・プロࢢラ࣒」の研究開発について 
・第１学年の「スーパーアナライズ数学」について、１年次に加えて、中学校「統計」との体系的

な᥋続についての検ド。 
・「青翔アラカルト・ワークショップ（ＳＡ㹕）」について、１年次に加えて、生徒の選択講座

と「スーパー探究科学」におࡅる研究テーマとの関連についての検ド。 
� � ・第３学年で実施する「スーパーロࢪック国語」についての指導計⏬と内容の研究及ࡧ開発。 

㹢）上グ以外の取組については、１年次に‽ࡌた研究を実施する。次年度に向ࡅ、成果と課題を

まとめる。 
㸦㸱㸧㸱ᖺḟ�

㹟）「青翔スパイラルアップ・プロࢢラ࣒」の研究開発について 
� � ・「スーパー探究科学」について、２年次に加えて、「ࢢローバルコミࣗࢣࢽーション」や 

「スーパーロࢪック国語」との体系的な連携についての検ド。 
㹠）「青翔ࢢローバル・コミࣗࢣࢽーション・プロࢢラ࣒」の研究開発について 

・第３学年の「ࢢローバルコミࣗࢣࢽーション」について、展開内容や教ᮦ開発についての検

ド、㹈Ｓ㹎ＳフェローやＡＬＴ等との連携の検ド、理科及ࡧ数学科教員との連携に関する検

ド、海外の姉妹校との交流や共同研究についての検ド。 
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㹡）「青翔エクスペリエンス・ラーࢽンࢢ・プロࢢラ࣒」の研究開発について 
・第３学年の「スーパーロࢪック国語」について、展開内容や教ᮦ開発についての検ド、「ス

ーパー探究科学」との体系的な連携についての検ド。 
㹢）上グ以外の取組については、２年次に‽ࡌた研究を実施する。次年度に向ࡅ、成果と課題を

まとめる。 
㸦㸲㸧㸲࣭㸳ᖺḟ�

㹟）「青翔スパイラルアップ・プロࢢラ࣒」の研究開発について 
� � ・「スーパー探究科学」と他のＳＳＨ関連の学校設定科目、普㏻教科・科目等との体系的な連携に

ついての検ドのまとめ。 
� � ・中高᥋続による㸴年㛫を㏻しての探究活動についての検ドのまとめ。 
� � ・ᆅᇦ連携プロࢪェクトについての検ド。�  

㹠）「青翔ࢢローバル・コミࣗࢣࢽーション・プロࢢラ࣒」の研究開発について 
� ・英語関連のＳＳＨ科目と探究活動との連携についての検ドのまとめ。 

 ・国際共同研究や国際学会での発表の検ド。 
㹡）「青翔エクスペリエンス・ラーࢽンࢢ・プロࢢラ࣒」の研究開発について 
・課外活動ＳＡ㹕や数学・国語のＳＳＨ科目と探究活動の効果的な⧅がりについての検ドのま

とめ。 
㹢）上グ以外の取組については、本校でのＳＳＨ１㸮年㛫の全ての取組の⥲ᣓを実施し、全国的

な成果の普及を行࠺。 

○ᩍ⫱課⛬上の≉౛➼≉グࡁ࡭ࡍ஦㡯 
（１）必要となる教育課⛬の特౛とࡑの㐺⏝⠊ᅖ 

全コースにおいて、「⥲ྜ的な学習の時㛫」（３༢఩）及ࡧ「課題研究」（２༢఩）に替え、

理数科に関する高い専門性を㌟に௜ࡅることを目ᶆとする学校設定科目「スーパー探究科学」

（第１学年・２༢఩の１ࡕ࠺༢఩、第２学年・２༢఩、第３学年２༢఩）を必ᒚ修科目として設

定する。また、教科「情報」（２༢఩）を、学校設定科目「スーパー探究科学㺁（第１学年・２

༢఩の１ࡕ࠺༢఩）、「スーパーアナライズ数学」（第１学年・２༢఩必ᒚ修）で代替する。  
� � ＳＳコースにおいて、「コミࣗࢣࢽーション英語Ⅰ」（第１学年・３༢఩）のࡕ࠺の１༢఩を、

「スーパーサイエンス英語」（第１学年・１༢఩、第２学年・１༢఩必ᒚ修）で代替する。  
（２）教育課⛬の特౛にヱᙜしない教育課⛬のኚ᭦ 

全コースにおいて、学校設定科目「ࢢローバルコミࣗࢣࢽーション」（第３学年１༢఩）を開

設し、生徒自らが取り組んࡔ研究内容をୡ⏺に発ಙする。 
� � ＳＳコースにおいて、学校設定科目「スーパーロࢪック国語」（第３学年・２༢఩選択ᒚ修）

を開設し、ㄽ理的なᩥ❶表⌧力を㣴࠺。 

○ᖹ成㸰㸶ᖺᗘのᩍ⫱課⛬のෆᐜ 
� 「平成２㸶年度１㺃２㺃３年の教育課⛬表」（㈨ᩱ⦅㸳４ペーࢪ）参↷ 

○ලయⓗ࡞研究஦㡯࣭άືෆᐜ 
学校設定科目の授業や課外活動の一⎔として、また授業以外の行事として、本年度は次の取組を

実施した。�

・平成 28 年 4 月 30 日�土�� 自↛観ᐹ会「㈅໬石と᳜≀の観ᐹ」（㈅ࣨ平山、参加生徒 40 名）�

� ・平成 28 年 5 月 10 日�火�� 第 1 回�星空観望会「᫓・ኟの星座と月・惑星」（本校、参加生徒

75 名）�

� ・平成 28 年�6 月��7 日�火���サイエンスＧＯ（情報講座）「情報ࣔラルについて」（講師：大

阪工業大学准教授� ᮡ山඾ṇ、第 1 学年生徒 105 名）�

・平成 28 年�6 月 11 日�土�� 青翔サイエンスクエスト（対象：県内小学生、科学㒊・ＳＳＨ委

員）�

・平成 28 年�6 月 16 日�木�� 第 1 回サイエンススクエア「⢊ሻ⇿発」�

� ・平成 28 年 6 月 20 日�月�� 科学講₇会「ブラックホールのⰍはఱⰍ」（講師：大阪教育大学�

教授� ⚟Ụ⣧、全校生徒対象）�

� ・平成 28 年 7 月��8 日�金�� サイエンスＧＯ（フェイズⅠ）� 講₇：「⸆๣師の௙事」他、⸆

ⲡ園見学（田ᮧ⸆ရ工業株式会社、第 1 学年ＳＳコース 40 名）�

� ・平成 28 年 8 月��5 日�金�～  6 日�土�� ኟ期科学研修（西はりま天ᩥྎ他、参加生徒 44 名）�
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� ・平成 28 年 8 月��8 日�月�～  9 日�火�� サイエンス・ギャラリー（阿倍野市民学習センター、

講師：京都大学教授� 荒井淳一�他、本校参加生徒 46 名、他の参加

ＳＳＨ校：県立奈良高校、奈良女子大附属中等教育学校、西大和学

園高校、奈良学園高校、天理高校、和歌山県立向陽高校）�

� ・平成 28 年 8 月 10 日�水�～11 日�木�� ＳＣＥサマーキャンプ（奈良県社会教育センター、講

師：県内ＡＬＴ5 名、第 2 学年ＳＳコース生徒 40 名）�

� ・平成 28 年 8 月 18 日�木�～24 日�水��「スーパーものづくり」ロボット製作（本校、ＴＡ：大

阪工業大学大学院生、第 2 学年ＳＳコース生徒 40 名）�

� ・平成 28 年 9 月 23 日�金�� 第 2 回�星空観望会「秋の星座と惑星」（本校、参加生徒 39 名）�

・平成 28 年 9 月 30 日�金�� ＳＳＨ運営指導委員会（本校、運営指導委員 7 名来校）�

・平成 28 年 11 月��2 日�水�� 第 2 回サイエンススクエア「空気の底力」�

・平成 28 年 11 月��4 日�金�� 第 2 回サイエンスＧＯ（フェイズⅠ）「ＬＥＤについて」他、工

場見学（株式会社タカトリ、第 1 学年ＳＳコース 40 名）�

・平成 28 年 11 月 10 日�木��「ＳＡ数学スペシャルセミナー」三角測量実習（本校、講師：近畿

測量専門学校�石井裕介�他、第 1 学年生徒 105 名）�

� ・平成 28 年 11 月 13 日�日�～19 日�土�� ＳＳアメリカ西海岸研修（参加生徒 12 名）�

・平成 28 年 11 月～平成 29 年�1 月� ウインターイルミネーション（ＳＳＨ委員）�

� ・平成 28 年 12 月 13 日�火���サイエンスＧＯ（情報講座）「知的財産権について」（講師：大

阪工業大学准教授�五丁龍志、第 1 学年生徒 105 名）�

� ・平成 28 年 12 月 19 日�月�～25 日�日��� ＳＳタイ研修「TJ-SIF2016」等参加（参加生徒 8 名）��

� ・平成 29 年 1 月 13 日�金���サイエンスアドバイザー（ＴＡ：奈良女子大学大学院生、奈良教

育大学大学院生、第 2 学年生徒 112 名）�

� ・平成 29 年 2 月��8 日�水�～12 日�日�� �タイ姉妹校来校（教員 4 名、生徒 8 名）�

� ・平成 29 年 2 月 10 日�金�� 第 3 回サイエンススクエア「錯覚」�

・平成 29 年 2 月 11 日�土�� ＳＳ探究科学研究発表会（大和高田市さざんかホール、指導助言

：奈良教育大学元学長�長友恒人、奈良女子大学大学院教授� 小林

毅、京都大学大学院准教授�三瀬和之、中 1～高 2 全生徒 332 名、

学校関係者・保護者 78 名） 
�⑤� 研究開発の成果と課題  
○実施による成果とその評価 

第 1 学年から第 3 学年までの全生徒を対象としたＳＳＨに関する意識調査を分析すると、本校

のＳＳＨに関わる学校設定科目や学校行事により、どの学年の生徒も「理科実験への興味」「問題

を解決する力」「考える力」が向上したと答えている。また、ＳＳコース（第 1 期の主対象クラス）

と理数コースとの比較では、特に顕著な違いが見られる事柄の１つに「国際性」が挙げられる。Ｓ

Ｓコースでは、海外研修や国際的な発表会への参加、英語でのアブストラクトの作成など、英語に

触れる機会が理数コースより多いため、英語の必要性や重要性を認識したのではないかと思われ

る。職業選択については、大学・公的研究機関の研究者や企業の研究者・技術者など、いずれも理

系の職業を考えている生徒が多い。特に、ＳＳコースの生徒には、ＳＳＨの取組が理系の職業選択

に強く影響を与えている。このことから、本校のＳＳＨ事業は概ね順調に進んでいるといえる。�

○実施上の課題と今後の取組 
� 次年度は特に以下の 4 点について、重点的に取組を進める必要がある。 
（１）学校設定科目「スーパー探究科学」や中学校「理科探究」「数学探究」については、指導方

法や評価方法についてさらなる研究開発を継続するとともに、独自テキストの改訂を含め、他の

ＳＳＨ校等への成果の普及を図りたい。 
（２）学校設定科目「スーパーサイエンス英語」について、本年度の取組の成果を踏まえ、改善

点を確認することで、さらなる発展を目指す。海外研修においては、交流のみにとどまらず共

同発表・共同研究を推進したい。�  
（３）学校設定科目「スーパーアナライズ数学」について、中学校「統計」との連携や教科情報の

効果的な代替について研究を継続したい。課外活動「青翔アラカルト・ワークショップ」につい

ては、実施される講座の時期・内容等についてさらに検討を加えたい。 
（４）「ＳＳ探究科学研究発表会」「サイエンス・ギャラリー」について、より多くのＳＳＨ校と

の協力体制を構築し、ＳＳＨ事業の成果の普及・公表を推進したい。 
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�

 

ͤ� 研究開発ㄢ㢟に「アトリエ」としたのは、文化・ⱁ⾡な࡝の人㢮の㑇産から、新しいも

のを生ࡳฟࡍ�創㐀�ࡍるయ㦂を、科学研究を通して実㊶さࡏたいと⪃࠼るからで࠶る。�

 
��� 目的�

『世界に光る奈良県づくり』実⌧のため、社会のኚ化に୺య的に対ᛂࡍるᰂ㌾ᛶを᭷し、

とができ、㇏かな創㐀ᛶにࡇる࠼ローバルなど点とローカルなど点の཮᪉から物事をとらࢢ

よる科学ᢏ⾡イ࣋ࣀーションをもたらࡍ人材を育成ࡍる。�

��� 目ᶆ�

���の目的を㐩成ࡍるため、カリキュラムや教材の工ኵ、教科のᯟを㉺࠼た教科㛫連携等の

授業ᨵၿによって、中学生ẁ㝵より༠ാ学習のᶵ会を定期的に設け、高等学校ではྛ教科・

科目ཬࡧＳＳＨ関連学校設定科目の᭷ᶵ的なつながりとᆅᇦ貢献を重どした取組を行い、併

設中学校をྵࡴ全ての生徒に科学ᢏ⾡系ࢢローバル人材としてᚲせなリࢸラシーとコンࢸࣆ

ンシーとなる下グの力を㌟に௜けさࡏる。成果の᳨ドには、以下のリࢸラシーやコンࢸࣆン

シーを測定ࡍる本校独自で作成したࢪェネリックࢸストや生徒アンࢣートを⏝いる。�

①� リࢸラシー�

� � � �情報཰㞟力、情報ศᯒ力、ㄽ理的ᛮ⪃力、創㐀力、表⌧力�

②� コンࢸࣆンシー�

コミュࢣࢽーション力、༠ാࡍる力、科学೔理的ุ᩿力�

 
以下の㸱つのయ㦂重どᆺ教育プロࢢラムをయ系的に⤖ࡧつけて推進ࡍる。 

��� � 自ら探究ࡍる力、ఏ࠺ྜ࠼力の育成をめざࡍ創㐀ᛶを重どした発ᒎ・ఙ長ᆺ探究プロࢢラ 
ム（ ）に係る学校設定科目「スーパー探究

科学」と、ࡑれに関ࢃるᆅᇦ貢献のさらなる研究ཬࡧ実㊶を行࠺。 
��� � 世界にど野をᗈࡆ、国㝿社会でᙺ立つ英語を౑いࡇなࡏるコミュࢣࢽーション力、情報発

ಙ力の育成をめざࡍ国㝿教育プロࢢラム（

）に係る新たな学校設定科目「スーパーサイエンス英語」ཬࢢ」ࡧローバル

コミュࢣࢽーション」の研究ཬࡧ実㊶を行࠺。 
��� య㦂を通して、知㆑とᢏ⬟の☜実な習ᚓと、ࡑの῝化・⥲ྜ化をめざࡍ理数教育プロࢢラ 

ム（ ）に係る学校設定科目「ス

ーパーアナライズ数学」ཬࡧ「スーパーロࢪック国語」、ㄢእάືプロࢢラム「青翔アラカル

ト・࣡ークショップ（ＳＡ㹕）」の研究と実㊶を行࠺。 
 

第㸯学年㸱クラスのࡕ࠺、㸯クラス（40 名）を「スーパーサイエンスコース」（以下、「Ｓ

Ｓコース」とい２、（࠺クラス（80 名）を「理数コース」として、ධ学者を㑅ᢤしたが、平成

27 年度ධ学生徒（⌧２年生）からは、いࡎれのコースの生徒もＳＳＨの୺対象とした。ࡇれ

ら全生徒を対象に、学校設定科目「スーパー探究科学」（第㸯学年２単఩、第２学年２単఩、

第㸱学年２単఩）、「スーパーアナライズ数学」（第㸯学年２単఩）、「ࢢローバルコミュࢣࢽー

ション」（第㸱学年㸯単఩）をᚲᒚ修科目として設定した。「ＳＳコース」と「理数コース」

との㐪いは、๓者が本校の研究開発の目的の㸯つとしているࢢローバルなど点とローカルな

ど点の཮᪉から物事をとら࠼る人材育成をよりලయ化している点で࠶る。つまり、「ＳＳコー

ス」では、「スーパーサイエンス英語」（第㸯学年㸯単఩、第２学年㸯単఩）をᚲᒚ修科目と

して、「スーパーロࢪック国語」（第㸱学年２単఩）を㑅ᢥ科目として設置ࡍるとともに、タ

イに࠶る姉妹校との஺ὶ・ඹྠ研究も、本コースの生徒を対象とした。 
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�

� 本校は、全国初の理数科単独校として平成 16 年 4 月に開校以来、内閣府教育特区による学校設

定科目「探究科学」等の創設や、大学との連携による研究発表会の開催等を通じて『世界に光る

奈良県づくり』に貢献できる理数系人材の育成に努めてきた。平成 23 年度には、スーパーサイエ

ンスハイスクールの研究指定を受け、今までの取組の成果をもとに新たな仮説に基づいた研究開

発の取組を推進してきた。また、平成 26 年度には奈良県立青翔中学校が本校に併設され、英語・

数学・理科に重点を置いたカリキュラムで授業を行っており、生徒は高等学校のＳＳＨ行事にも

参加している。今年度からＳＳＨ２期目がスタートした。以下、今年度の事業の概略を述べる。�

・平成 28 年 4 月 30 日�土�� 自然観察会「貝化石と植物の観察」（貝ヶ平山、参加生徒 41 名）�

・平成 28 年 5 月 10 日�火�� 第 1 回�星空観望会「春・夏の星座と月・惑星」（本校、参加生徒 75
名）�

・平成 28 年�6 月��7 日�火���サイエンスＧＯ（情報講座）「情報モラルについて」（講師：大阪工

業大学准教授� 杉山典正、第 1 学年生徒 105 名）�

・平成 28 年�6 月 11 日�土�� 青翔サイエンスクエスト（対象：県内小学生、科学部・ＳＳＨ委員）�

・平成 28 年�6 月 16 日�木�� 第 1 回サイエンススクエア「粉塵爆発」�

・平成 28 年 6 月 20 日�月�� 科学講演会「ブラックホールの色は何色」（講師：大阪教育大学教授�

福江純、全校生徒対象）�

・平成 28 年 7 月��8 日�金�� サイエンスＧＯ（フェイズⅠ）� 講演：「薬剤師の仕事」他、薬草園

見学（田村薬品工業株式会社、第 1 学年ＳＳコース 40 名）�

・平成 28 年 8 月��5 日�金�～  6 日�土�� 夏期科学研修（西はりま天文台他、参加生徒 44 名）�

・平成 28 年 8 月�8 日�月�～  9 日�火�� サイエンス・ギャラリー（阿倍野市民学習センター、講

師：京都大学教授� 荒井淳一�他、本校参加生徒 46 名、他の参加Ｓ

ＳＨ校：県立奈良高校、奈良女子大附属中等教育学校、西大和学園

高校、奈良学園高校、天理高校、和歌山県立向陽高校）�

・平成 28 年 8 月 10 日�水�～11 日�木�� ＳＣＥサマーキャンプ（奈良県社会教育センター、� ����� � � � � � � �

講師：県内ＡＬＴ5 名、第 2 学年ＳＳコース生徒 40 名）�

・平成 28 年 8 月 18 日�木�～24 日�水��「スーパーものづくり」ロボット製作（本校、ＴＡ：大

阪工業大学大学院生、第 2 学年ＳＳコース生徒 40 名）�

・平成 28 年 9 月 23 日�金�� 第 2 回�星空観望会「秋の星座と惑星」（本校、参加生徒 39 名）�

・平成 28 年 9 月 30 日�金�� ＳＳＨ運営指導委員会（本校、運営指導委員 7 名来校）�

・平成 28 年 11 月��2 日�水�� 第 2 回サイエンススクエア「空気の底力」�

・平成 28 年 11 月��4 日�金�� 第 2 回サイエンスＧＯ（フェイズⅠ）「ＬＥＤについて」他、工場見

学（株式会社タカトリ、第 1 学年ＳＳコース 40 名）�

・平成 28 年 11 月 10 日�木��「ＳＡ数学スペシャルセミナー」三角測量実習（本校、講師：近畿

測量専門学校�石井裕介�他、第 1 学年生徒 105 名）�

・平成 28 年 11 月 13 日�日�～19 日�土�� ＳＳアメリカ西海岸研修（参加生徒 12 名）�

・平成 28 年 11 月～平成 29 年�1 月� ウインターイルミネーション（ＳＳＨ委員）�

・平成 28 年 12 月 13 日�火���サイエンスＧＯ（情報講座）「知的財産権について」（講師：大阪工

業大学准教授�五丁龍志、第 1 学年生徒 105 名）�

・平成 28 年 12 月 19 日�月�～25 日�日���ＳＳタイ研修「TJ-SIF2016」等参加（参加生徒 8 名）��

・平成 29 年 1 月 13 日�金���サイエンスアドバイザー（ＴＡ：奈良女子大学大学院生、奈良教育

大学大学院生、第 2 学年生徒 112 名）�

・平成 29 年 2 月��8 日�水�～12 日�日�� �タイ姉妹校来校（教員 4 名、生徒 8 名）�

・平成 29 年 2 月 10 日�金�� 第 3 回サイエンススクエア「錯覚」�

・平成 29 年 2 月 11 日�土�� ＳＳ探究科学研究発表会（大和高田市さざんかホール、指導助言：

奈良教育大学元学長�長友恒人、奈良女子大学大学院教授�小林毅、

京都大学大学院准教授�三瀬和之、中 1～高 2 全生徒 332 名、学校

関係者・保護者 78 名）�

― 15 ―



�

�

��� 教育ㄢ⛬�

① 本校教育ㄢ⛬のᴫせ�

本校は平成 16 年度の㛤校以来、理数科の中に理数コースと⎔ቃコースの 2 ⨨の類ᆺをタࡘ

し、第 2 学年より生徒の進㊰ᕼᮃや興࿡・㛵ᚰにᛂࡌて選ᢥさࡏてࡁたࠋ�

しかし、平成 23 年度入学生徒からは、スーパーサイエンスࣁイスクールのᣦᐃや生徒のᕼ

ᮃや実ែに対ᛂして、入学᫬にＳＳコースと理数コースにศけ、さらに第 3 学年より理数コ

ースの生徒は、進㊰ᕼᮃや興࿡・㛵ᚰにᛂࡌて理数コースとே㛫科学コースを選ᢥでࡁるよ

�ࠋにした࠺

�͏͏�理学系・教育系（数学、物理、化学、生物）や工学系、་学系（་学、ṑ

学、⋇་学）等の理科系の進㊰を┠ᣦすコースで、数学・物理・化学・生物に㔜Ⅼを⨨い

た学⩦の௚、ＳＳＨに㛵ࢃる学校タᐃ科┠により数学・理科・ⱥ語等においてయ㦂ᆺ理数

教育ࢢࣟࣉラ࣒を⾜ࠋ࠺�

͏͏ 理学・工学㛵ಀはࢇࢁࡕࡶ、農学・┳ㆤ㛵ಀの進㊰など理系

全⯡に対ᛂしたコースで、数学ཬࡧ理科全⯡に㔜Ⅼを⨨いた学⩦を⾜ࠋ࠺第 3 学年では、

理学系や工学系、農学系、་学系（་学、ṑ学、⋇་学）等の進㊰を┠ᣦすࠋ�

͏͏ ┳ㆤ・་⒪系ࡔけでなࡃ、ᚰ理学・経῭学などの文科

系への進学にࡶ対ᛂしたコースで、数学・理科以外にࡶ、ⱥ語・国語・地理Ṕྐ等の多ᵝ

な選ᢥ科┠をタ⨨しているࠋ�

理数科高校のేタᆺ中学校として、理科と数学のᤵ

ᴗに㔜Ⅼを⨨ࡁᤵᴗ᫬数ࡶ多ࡃした教育ㄢ⛬で࠶るࡲࠋた、月㸰回のᅵ᭙ᤵᴗを実施してい

るࠋ�

�

② ᚲせとなる教育ㄢ⛬の≉౛等�

�D� ＳＳコース・理数コースඹ、「 」（3 ༢఩）の௦᭰として、「

」（第 1 学年・2 ༢఩、第 2 学年・2 ༢఩、ィ 4 ༢఩、ᚲᒚಟ）をタ⨨したࠋ�

�E� ＳＳコース・理数コースඹ、「᝟ሗ㺃♫会と᝟ሗ」（2 ༢఩）の学⩦ෆᐜを、「

」（1 ༢఩ศ）、「 」（1 ༢఩ศ）で௦᭰したࠋ�

�F� ＳＳコース第 1 学年「外国語㺃コ࣑ュニケーションⱥ語Ϩ」�3 ༢఩�のࡕ࠺ 1 ༢఩は、「

」�1 ༢఩ศ�で௦᭰したࠋ�

�

③ 教育ㄢ⛬の≉౛にヱᙜしない教育ㄢ⛬のኚ᭦�

�D� ＳＳコースにおいて、学校タᐃ科┠として「 」（第 1 学年・1 ༢

఩、ᚲᒚಟ）、「 」（第 1 学年・1 ༢఩、ᚲᒚಟ）、「

」（第 2 学年・2 ༢఩、ᚲᒚಟ）、「

」（第 3 学年・2 ༢఩、ᚲᒚಟ）をタ⨨したࠋ�

�E� ＳＳコース�27 年度入学生のࡳ�において、学校タᐃ科┠として「 」

（第 2 学年・1 ༢఩、ᚲᒚಟ）を、ኟᮇ㞟中≉ูㅮᗙとしてタ⨨したࠋ �

�

� ͤ� 平成㸰㸶年度の本校教育ㄢ⛬表は、㈨ᩱ⦅㸳㸲࣌ージに♧すࠋ
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�

��� スーパー探究科学㸺㸯年㸼�

① ௬ㄝ�

実㦂・観ᐹを㔜どし、㹎㹂Ｃ㸿サイクルのスパイラルアッࣉを✚ࡳ㔜ࡡたయ系的な学⩦を

⾜えࡤ、⮬ら探究するຊ、ఏえ合࠺ຊを育成でࡁるࠋ

② 研究᪉ἲ� �

「スーパー探究科学」は⮬ら探究するຊ、ఏえ合࠺ຊの育成をࡊࡵす学校タᐃ科┠で࠶るࠋ

高校㸯年に対して 2 ༢఩のᤵᴗを㸰᫬㛫連⥆し、⮬作テキストࠗスーパー探究科学ࠓ基♏・

基本⦅࠘ࠔを౑用して実施しているࠋ

③ 実施ෆᐜ�

� � �1 学ᮇ㸹基♏的な実㦂や観ᐹを㏻してࢹータᩚ理・ฎ理・ศᯒなどの探究᪉ἲを学ࠋࡪ�

� � �2 学ᮇ㸹⌜ࡈとに探究活ືを実㊶して探究᪉ἲを⩦ᚓする11ࠋ 月に中㛫発表会を実施するࠋ�

� � �3 学ᮇ㸹1 月に最⤊発表会を実施するࠋ研究の活ືሗ࿌᭩（レ࣏ート）を作成するࠋ�

� � 「サイエンス GO」㸹௻ᴗぢ学�7 月、11 月)� ��

մ 生徒のアンケートを受けて�

�
㸺ᅗ �� 平成 ��年度 66コースアンケート結ᯝ㸼�

「スーパー探究科学」をᒚಟした 1 年生のＳＳコースの生徒に対してୖグに♧した質ၥ㡯

┠でアンケートを実施し、㏆年 5 年㛫とのẚ㍑᳨ウを⾜った (ᅗ 1 には平成 28 年度の結ᯝの

いて、H25ࡘイ～ルの㡯┠にࠋ(を♧すࡳ 年度から H28 年度にかけて⫯ᐃ的な回⟅(1 とて࠶ࡶ

てはࡲる・2 やや࠶てはࡲる)をẚ㍑すると、どの㡯┠ࡶቑ加࠶るいは高い๭合を⥔ᣢしてい

たࠋ本ࢢࣟࣉラ࣒が㏆年 5 年㛫のＳＳコースの 1 年生の生徒に対して有効で࠶ることが᥎測

さࢀたࠋ

た、H28ࡲ 年度は「スーパー探究科学」を理数コースでࡶ実施したたࡵ、こࢀにࡘいて H27
年度の理数コースのアンケート結ᯝとẚ㍑᳨ウを⾜ったࠋイ～ルの㡯┠の⫯ᐃ的な回⟅(1 ཬ

ࡧ 2)の平ᆒ್は H27 年度では 72.1%で࠶り、H28 年度では 68.7%とపୗしていたࠋしかし、

年度ᙜึにࡶ科学への興࿡に㛵するアンケートを⾜っており、ୖグのアンケートとྠᵝに⫯

ᐃ的な回⟅の平ᆒ್(14 の質ၥ㡯┠にࡘいて「科学ㅮ₇会のよ࠺に、大学の先生から最先端の

研究ෆᐜにࡘいてのヰを⪺ࡁたい」、「実㦂・観ᐹをするのがዲࡁで࠶る」等)をẚ㍑すると、

H27 年度では 73.6%で࠶り、H28 年度では 43.1%で࠶ったࠋこのことから科学に対して興࿡・

㛵ᚰのపかった多ࡃの生徒が探究活ືを㏻ࡌて、科学に対する✚極性をࡶったことが♧さࢀ

たࠋ
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�

��� スーパー探究科学㸺㸰年㸼� �

①�௬ㄝ�

実㦂・観ᐹを㔜どし、㹎㹂Ｃ㸿サイクルのスパイラルアッࣉを✚ࡳ㔜ࡡたయ系的な学⩦を

おこなえࡤ、⮬ら探究するຊやコ࣑ュニケーション⬟ຊを育成でࡁるࠋ�

②�研究ෆᐜ�

「スーパー探究科学」は、本校の研究㛤発のᰕの 1 ラ࣒をࢢࣟࣉるయ㦂㔜どᆺ探究࠶でࡘ �

᥎進するたࡵの学校タᐃ科┠で࠶るࠋ᫖年度ࡲでは、ＳＳコースにᅾᖍする生徒を対㇟とし

てࡁたが、本年度より理数コースおよࡧＳＳコースにᅾᖍする生徒 116 名全員が対㇟となっ

たࠋ㐌㸰༢఩のᤵᴗで࠶るが、ே数の都合で、ＳＳコース 40 名と理数コース 76 名は␗なる

᫬㛫に㛤ㅮしたࠋ

③�᪉ἲ�

物理・化学・生物・地学・数学の 5 ศ㔝にศかࢀて、各⌜で研究ෆᐜを⊂⮬に選ࡧ、㹎㹂

Ｃ㸿サイクルをព㆑した探究活ືに取り⤌ࢢࠋࡴルーࣉ研究により、༠ാして研究に取り⤌

各種学会やコンࡧに、中㛫発表・最⤊発表およࡶຊのྥୖをᅗるとと࠺お஫いにఏえ合、ࡳ

テストなどで発表を⾜࠺ことで、表⌧ຊのྥୖをᅗるࡲࠋた、ＳＳコースにࡘいては「スー

パーサイエンスⱥ語」と連ᦠし、選ᢤ生徒㸶名をጜጒ校の࠶るタイへὴ㐵するととࡶに、研

究ෆᐜをⱥ語で発表することで、ⱥ語での

コ࣑ュニケーション⬟ຊのྥୖをᅗるࠋ

④�᳨ 証�

アンケートの結ᯝ、ᅗ㸯に♧す全ての㡯

┠で 65 %以ୖの生徒が「とて࠶ࡶてはࡲる」

に「論理的に考≉ࠋと⟅えた「るࡲては࠶」

え工ኵして、⮬ら探究するຊが㌟にࡘいた」

とい࠺㡯┠に対しては、73.3 %の生徒が「と

て࠶ࡶてはࡲる」「࠶てはࡲる」と⟅えたこ

とから、「スーパー探究科学」の実施により、

生徒の⮬↛科学に対するព㆑とそࢀに取り

ࠋるࢀጼໃが☜実にྥୖしたと考えらࡴ⤌

ḟに理数コースと、「スーパ

ーサイエンスⱥ語」との連ᦠを

ᅗるＳＳコースの㛫でⱥ語に㛵

するព㆑をẚ㍑した（ᅗ㸰）ࠋそ

の結ᯝ、「ⱥ語のコ࣑ュニケーシ

ョン⬟ຊを高ࡵたい」は୧コー

スとࡶ高かったが、「ᑗ来的にⱥ

語をさらに学ࡧたいか」に㛵連

する質ၥにࡘいては、ＳＳコー

スの生徒の᪉が✚極的に㛵ࢁࢃ

スーパ」ࠋたࡏとするព㆑をぢ࠺

ー探究科学」とⱥ語教育の連ᦠ

が、生徒の国㝿的ព㆑の育成に

大ࡃࡁ㈨していると考えらࢀ

るࠋ

� �

� �� �� �� �� ���

科学への興࿡・㛵ᚰが高

ったࡲ

論理的に考え工ኵして、⮬

ら探究するຊが㌟にࡘいた

コ࣑ュニケーション⬟ຊが

㌟にࡘいた

ンテーション技術がࢮレࣉ

㌟にࡘいた

㸣

とて࠶ࡶてはࡲる やや࠶てはࡲる

らないࡲては࠶りࡲ࠶ 全࠶ࡃてはࡲらない
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����

����

����
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����

����

����

����

����

����

����
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� �� �� �� �� ���

ⱥ語のコ࣑ュニケー

ション⬟ຊを高ࡵたい

ⱥ語で㸯ศ⛬度の⮬ᕫ

⤂௓がでࡁる

イティブスピーカーࢿ

からࡶっと学ࡧたい

ᾏ外に⾜ってⱥ語を学

たいࡧ

66コース
とて࠶ࡶてはࡲる

やや࠶てはࡲる

らないࡲては࠶りࡲ࠶

全࠶ࡃてはࡲらない
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ⱥ語のコ࣑ュニケー

ション⬟ຊを高ࡵたい

ⱥ語で㸯ศ⛬度の⮬ᕫ

⤂௓がでࡁる

イティブスピーカーࢿ

からࡶっと学ࡧたい

ᾏ外に⾜ってⱥ語を学

たいࡧ

理数コース とて࠶ࡶてはࡲる

やや࠶てはࡲる

らないࡲては࠶りࡲ࠶

全࠶ࡃてはࡲらない

ᅗ㸰

ᅗ㸯

㸣 㸣
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�

��� スーパー探究科学（ㄢ㢟研究）㸺3 年㸼�

①�௬ㄝ�

実㦂・観ᐹを㔜どし、㹎㹂Ｃ㸿サイクルのスパイラルアッࣉを✚ࡳ㔜ࡡたయ系的な学⩦を

⾜えࡤ、⮬ら探究するຊ、ఏえ合࠺ຊを育成でࡁるࠋ�

②�研究ෆᐜ・᪉ἲ�

「スーパー探究科学（ㄢ㢟研究）」は、本校の研究㛤発のᰕの 1 ࣉるయ㦂㔜どᆺ探究࠶でࡘ

3ࠋる࠶の学校タᐃ科┠でࡵラ࣒を᥎進するたࢢࣟ 年 3 ⤌のＳＳコース 39 名を対㇟として⾜

い、㐌 2 ༢఩ⅆ᭙日の 6・7 㝈でᤵᴗを実施したࠋ本年度は 2 年で実施してࡁたテーマをさら

に῝化さࡏることに㔜Ⅼをおいて取り⤌ࠋࡔࢇその成ᯝにࡘいては各᪉㠃の学会で࣏スター

発表やཱྀ㢌発表を多数のࢢルーࣉが⾜ったࠋさらに、日本学生科学賞や校外の論文コンクー

ルに研究レ࣏ートをᛂເし審査を受けたࡲࠋた、年度ᮎにはࠗスーパー探究科学論文㞟࠘を

作成し、「スーパー探究科学研究発表会」では࣏スター発表を⾜い、3 年㛫の活ືの㞟大成と

したࠋ�

③� ᳨証�

「探究科学�ㄢ㢟研究）」をᒚಟした㸱年生㸰クラス（理数コース 71 名）と、「スーパー探

究科学（ㄢ㢟研究）」をᒚಟした㸱年生㸯クラス（ＳＳコース 39 名）の生徒に対して、ḟに

♧す質ၥ㡯┠でアンケートを実施したࡲࠋた、㐣ཤ㸲年㛫の㸱年生ＳＳコースとྠࡌアンケ

ートの結ᯝや活ືෆᐜ等でẚ㍑᳨証したࠋ�

①� 科学への興࿡・㛵ᚰが高ࡲったࠋ� ②� 実㦂・観ᐹなどに✚極的に取り⤌ࡵたࠋ�

③� 実㦂・観ᐹ等における基♏的・基本的な技⬟（ჾලの᧯作など）が㌟にࡘいたࠋ�

մ� 論理的に考え工ኵして、⮬ら探究するຊが㌟にࡘいたࠋ�

յ� 表やࢢラフをࡶとに、実㦂ࢹータのᩚ理・ฎ理やศᯒがでࡁたࠋ�

ն� 探究活ືを㏻してコ࣑ュニケーション⬟ຊが㌟にࡘいたࠋ�

շ� �ࠋいたࡘの技術が㌟に（を౑った発表ࢻスライ）ンテーションࢮレࣉ

ո� Plan（ィ⏬）・Do（実㊶）・Check�ホ౯�・Action（ᨵၿ）の PDCA を㔜どし、探究活ືを進ࡵることがでࡁたࠋ�

չ� ࠗ探究科学ࣀート࠘は活用でࡁたࠋ� պ� ḟ年度の探究活ືで取り⤌ࡳたい実㦂・観ᐹ等がでࡁたࠋ�

ջ� 実㦂・観ᐹにおけるᏳ全に対するព㆑がྥୖしたࠋ �

ͤ 回⟅は㸲ᢥで、㸯 とて࠶ࡶてはࡲる㸪㸰 やや࠶てはࡲる㸪㸱 らない㸪㸲ࡲては࠶りࡲ࠶ 全࠶ࡃてはࡲらない�

ࠝアンケートの結ᯝ㸪ཬࡧ 探究活ືのグ㘓 よりࠞ�

� � � � �
アンケートの全質ၥ㡯┠の⫯ᐃ的な回⟅�㸯とて࠶ࡶてはࡲる・㸰やや࠶てはࡲる�を平ᆒしẚ㍑す

ると、ＳＳコースが 87.3%、理数コースが 77.3%となり、全㡯┠においてＳＳコースの๭合

が高ࡃなったࡲࠋた、㸯 とて࠶ࡶてはࡲるが、≉に「ն�探究活ືを㏻してコ࣑ュニケーシ

ョン⬟ຊが㌟にࡘいた」「 շ の技術が㌟に（を౑った発表ࢻスライ）ンテーションࢮレࣉ

いた」ではࡘ 58㸣[᫖年度より 20㸣Ќ]㸪61㸣[᫖年度より 20㸣Ќ]に㐩し、「մ 論理的に考え

工ኵして、⮬ら探究するຊが㌟にࡘいた」では 53㸣[᫖年度より 30㸣Ќ]に㐩したࠋ

52͘8
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�

�

��� スーパーࡶの࡙ࡃり ࠙対㇟生徒㸹2 年 3 ⤌ＳＳコース� 40 名、13 ⌜�3 名 1 �ࠚ�ࣉルーࢢ

① ௬ㄝ �

理系ศ㔝全⯡の基♏的・基本的な知㆑とテクࣟࣀジースキルを⩦ᚓする㐣⛬で、ࡶの࡙ࡃ

りへの興࿡・㛵ᚰが高ࡃ、๰㐀ຊ、ၥ㢟解Ỵ⬟ຊ、コ࣑ュニケーション⬟ຊ、ཬࡧ科学的な

イ࣋ࣀーションຊをࡶった生徒が育ࠋࡘ�

② 研究ෆᐜ・᪉ἲ� ࠙ͤ実施日⛬㸹平成 28 年 8 月 18㺃19 日㸭22 日～24 日ᮇ㛫ෆに 35 ᫬㛫ࠚ�

ኟᮇఇᴗ中の㸳日㛫の㞟中ㅮᗙとして実施するࠋ第㸯、㸰日┠は、マニュアルにᚑってᅄ

㊊Ṍ⾜ࣟ࣎ットを製作し、ࢢࣟࣉラ࣑ンࢢの基本を学ࠋࡪ第㸱日┠～第㸳日┠は、๓半で㌟

に௜けた知㆑や技⬟を基┙とし、ࢢルーࣉでࣟ࣎ットの⮬由製作を⾜ࠋ࠺クリエイティブな

発᝿で஫いにウ論し合࠺㐣⛬を㔜どし、科学的なイ࣋ࣀーションを㉳こࡏるよ࠺な生徒の育

成を┠ᶆとするࠋ�

③ ┠的� �

ࣟ࣎ット製作を㏻ࡌて理数系への興࿡・㛵ᚰをႏ㉳し、テクࣟࣀジースキルやၥ㢟解Ỵ⬟ຊ

の⩦ᚓཬࡧコ࣑ュニケーション⬟ຊの育成をᅗるࠋ�

մ ෆᐜ� �

「スーパーࡶの࡙ࡃり」のㅮᗙは௒年で㸳年┠�最⤊年度�となるࠋ๓半の㸰日㛫は౛年ྠ

ᵝ、ᅄ㊊Ṍ⾜ࣟ࣎ットの⤌ࡳ❧てから基本的なࢢࣟࣉラ࣑ンࢢを学⩦したᚋ、中㛫発表会や

Ṍ⾜レースを⾜ったࠋᚋ半㸱日┠からは㊥㞳センサーやගセンサーを取り入ࢀ、さらに」㞧

なࢢࣟࣉラ࣑ンࢢを学⩦し、๰作ࣟ࣎ット作りに入ったࠋ௒年度はこのㅮᗙの最⤊年度でࡶ

さらに進、ࢁたとこࡏンテーションをぢࢮレࣉり、最ึに㐣ཤ㸲年㛫の優秀なࣟ࣎ットの࠶

化したࣟ࣎ット作りに୍生ᠱ࿨取り⤌ࠋࡔࢇ஧㊊やභ㊊Ṍ⾜にᣮᡓした⌜、ࣟ࣎ットに⥘Ώ

りをさࡏた⌜、་⒪⿵ຓとしてయの୍部に⿦╔するჾලを作り♫会に㈉⊩したいと考えた⌜

など、いࢁいࢁ⊂⮬のアイࢹアを実⌧さࡏたことから、さらにこのㅮᗙのレ࣋ルがୖがった

よ࠺に考えらࢀるࠋ�

յ ホ౯� �

ࣟ࣎ット製作に取り⤌ࡴពḧや㛵ᚰ・ែ度、製作の๰㐀ຊ・技⬟、発表会やウ論会での表

⌧ຊ、基♏的・基本的な知㆑・理解に㔜Ⅼを⨨いてホ౯するࠋ�

ն ௬ㄝの᳨証�

生徒アンケートの結ᯝより、㐣ཤ 4 年とྠࡰ࡯ᵝで「㠀ᖖに‶㊊した」33㸣・「‶㊊し

た」51㸣と⟅えており、࡯とࢇどの生徒がこのㅮᗙを⫯ᐃ的にᤊえているࡲࠋた、ୗグの表

や生徒のឤ᝿からࡶ、生徒たࡕがࣟ࣎ットやࢢࣟࣉラ࣑ンࢢに興࿡・㛵ᚰをᙉࡃ♧すよ࠺に

なり、進㊰の選ᢥ⫥がᗈがった生徒ࡶ出てࡁたࠋ�

㸺生徒の振り㏉りシート、ཬࡧアンケートより㸼�

るかをヲしࡁにືかすことがで࠺ᛮったよࡤࢀにす࠺てる᫬、どのよ❧ࡳ⤌ラ࣒をࢢࣟࣉ・

�ࠋになった࠺考えるよࡃ

・௒回のࢢࣟࣉラ࣒はとてࡶ㞴しかったが、そࡔࢀけ考えることが多ࡃなりᴦしかったࠋ�

・ࣟ࣎ットを製作することからጞࡵ、そしてືかすたࡵのࢢࣟࣉラ࣒をࡃࡘったࠋఱࡈとに

ࠋたࡌ᪉が、㠃ⓑいとឤࡔࢇ⤌で⮬ศで取りࡲから༑୍ࡶ
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�

��� スーパーアࢼライࢬ数学�

࠙対㇟生徒：㸯年㸯⤌、㸰⤌� 理数コース� 㸴㸳名� 㸱⤌� ＳＳコース� 㸱㸷名� ィ㸯㸮㸲名ࠚ� � � � � � �

① ௬ㄝ�

数学は、実生活に῝ࡃ㛵ࢃっていること、⮬↛を科学的にศᯒするとࡁ㔜せで౽฼なツー

ルで࠶ることを、実⩦やయ㦂を㏻ࡌてឤࡌさࡏ、数学に対して興࿡・㛵ᚰをᣢࡕ、探究的・

య㦂的活ືで、数学を✚極的に฼用するែ度を育てることがでࡁるࠋ�

② 研究ෆᐜ・᪉ἲ�

㸯学ᮇ��テーマ「☜率」�

最ึのᤵᴗで、「◳㈌㸯ᯛを㸴回ᢞࡆたとࡁ、㸱回表の出る☜率はいࡃらか」とい࠺◳㈌

㸯ᯛを㸴回ᢞࡆるヨ⾜をクラス全యでィ㸳㸮㸮回⾜ࣄ、ࡏࢃストࢢラ࣒の作成、┦対度数の

ィ算をさࡏるなど、実㝿にィ算した☜率と㔞的ࢹータとのẚ㍑᳨ウを⾜ったࠋ大阪工ᴗ大学

知的㈈⏘学部から教員をᣍ⪸して、インターࢿットにおける技術の理解やリスク対ᛂにࡘい

てのㅮ⩏を受けさࡏ、そのㄆ㆑を῝ࡵさࡏたࠋ�

㸰学ᮇ��テーマ「ᅗᙧ」「⤫ィฎ理」�

࣑࢘ラᢡり等ᢡり⣬のヰをし、数学との㛵連にࡘいてㄆ㆑を῝ࡵさࡏたࠋ௒年度は᫖年度

より༢఩数がቑ加したこと࠶ࡶり、中㛫発表で活用でࡁるよ࠺パ࣡ー࣏イント等を฼用した

た、エクセルࡲࠋたࡁることがでࢀ取り入ࡃるᤵᴗを多ࡏンテーション⬟ຊをྥୖさࢮレࣉ

を฼用して各種ࢹータのィ算や⤫ィ的ィ算へのㄆ㆑を῝ࡵるᤵᴗࡶ実施したࠋ㏆␥測㔞ᑓ㛛

学校（ㅮᖌ㸱名）の༠ຊでトータルステーションを用いた測㔞実⩦を、理数コース、ＳＳコ

ースとࡶそࢀࡒࢀ㸱᫬㛫ࡘࡎ⾜いవᘻᐃ理等を用いて実㝿にィ算さࡏたࠋ大阪工ᴗ大学知的

㈈⏘学部から大学の教員をᣍ⪸して、知的㈈⏘ᶒにࡘいてㅮ⩏を受けさࡏ、そのἲ的知㆑等

にࡘいてㄆ㆑を῝ࡵさࡏたࠋ�

㸱学ᮇ��テーマ「ࢢラフ」「表⌧」�

ᐃࡵらࢀた長さになるよ࠺┠ศ㔞で⣬テーࣉを多数ษって長さをィ測さࡏ、ㄗᕪのศᕸに

ィ的௦表್に⤫、ࡏータのᶆ‽೫ᕪ、ඹศᩓ、┦㛵ಀ数のィ算をさࢹそのࠋいてヰをしたࡘ

り、௒年度は᝟ሗモラ࠶ࡶた、᫖年度より༢఩数がቑ加したことࡲࠋいての学⩦を⾜ったࡘ

ルにࡘいての学⩦を㸲᫬㛫多ࡃタᐃでࡁたࠋ᝟ሗ化♫会におけるᵝࠎなリスク回㑊にࡘいて

ㄆ㆑を῝ࡵさࡏたࠋ�

③ ᳨証�

㸰学ᮇᮎに、㸯、㸰学ᮇを振り㏉らࡏアンケートを⾜ったࠋ�

（D）ᴦしࡃ、⇕ᚰに取り⤌ࡵた㡯┠はどࢀかࠋ�

� ��測㔞実⩦や࣑࢘ラᢡりが≉にᴦしࡵたよ࠺で࠶るࠋ�

（E）学⩦ෆᐜに興࿡がᣢてたかࠋ�
� ᣢてた�

�

どࡕらかとい࠺と�
ᣢてた�

どࡕらかとい࠺と�
ᣢてなかった�

ᣢてなかった�

�

ィ（ே）�

�

ＳＳコース� 㸯㸵� 㸰㸮� 㸯� 㸯� 㸱㸷�

理数コース� 㸯㸵� 㸱㸯� 㸯㸱� 㸱� 㸴㸲�

մ�ㄢ㢟�

アンケート結ᯝから、おおࡡࡴす࡭てのクラスがពḧ的にᴦしࢇで学ࢇでいるᵝ子が࠺か

がえ、≉にＳＳコースの᪉は理数コースにẚ࡭、㛵ᚰが高いよ࠺で࠶るࠋ�

実㦂、実⩦はᤵᴗ᫬㛫に཰ࡲるよ࠺に、⦓密なィ⏬がᚲせで࠶るࡲࠋた、ㄢ㢟ᥦ出・ࣀー

トⅬ᳨・学⩦ពḧ等に㛵する成⦼ホ౯にࡘいてࡶᨵၿがᚲせで࠶るࠋ�

� �
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�

�

��� スーパーサイエンスⱥ語�

࠙対㇟生徒：�年 �⤌（ＳＳコース）� ⏨子 ��名・女子 �名� � ィ �� 名ࠚ� �

① ௬ㄝ�

ⱥ語を୺せツールとして、多ᵝな㢟ᮦを用いた表⌧活ືを⾜࠺ことで、科学ⱥ語にぶしࡴ

ととࡶに、研究成ᯝをⱥ語で発表するຊをఙࡤすことがでࡁるࠋ�

②�研究ෆᐜ�

「スーパー探究科学」での研究ෆᐜをⱥ語発表でࡁるຊを養࠺たࡵに効ᯝ的な活ືを研究

するࠋ学会や研究会等で⾜ࢀࢃる࣏スター発表とスライࢻを用いたཱྀ㢌発表の㸰ࡘを᝿ᐃし

て、研究を⾜ったࡎࡲࠋ、࣏スター発表でᚲせとなるຊとして、①研究ෆᐜを⡆₩かࡘ的☜

にࡲとࡵるຊ、②研究ෆᐜの各㡯┠のヲ⣽をཱྀ㢌でࢃかりやすࡃㄝ明するຊの㸰ࡘをタᐃし

たࠋḟに、ཱྀ㢌発表でᚲせとなるຊとして①ࢹータやキー࣡ーࢻを用いて、発表のスライࢻ

を的☜かࡘ⡆₩に作成するຊ、②発㡢・イントࢿーションをព㆑し、明░にⱥ語を発㡢でࡁ

るຊ、③ジェスチャー、アイコンタクトなど効ᯝ的な発表するたࡵのࣉレࢮンテーションス

キル、մ科学ⱥ語を㐠用するたࡵの語ᙡຊ、յ௬ㄝ、᪉ἲ、結ᯝ、᳨証とい࠺ὶࢀにᚑって

研究ෆᐜをࡲとࡵるຊ、の㸳ࡘをタᐃしたࠋこࢀらのຊの育成のたࡵに、ᚑ来のⱥ語科のᤵ

ᴗෆᐜと理科ศ㔝のෆᐜを⼥合さࡏた年㛫ィ⏬を❧て、そࢀに基࡙いてᤵᴗを実施すること

としたࠋ�

③�᪉ἲ�

ⱥ語に័ࢀるたࡵ、ᤵᴗは基本的に㸿㹊Ｔとのティー࣒ティーチンࢢで⾜い、౑用ゝ語は

ⱥ語としたࠋ学ᮇẖの┠ᶆをタᐃし、ᣦᑟෆᐜをỴᐃしたࠋ年㸳回のᐃᮇ考査として、┠ᶆ

に合ࡏࢃた多ᵝなヨ㦂を実施したࡲࠋた、㐺ᐅㄢ㢟をㄢし、ⱥ語で考えを表⌧する機会を多

ていࢀ科学ⱥ語にᚲせな語ᙡຊの育成を┠的として、㸯学ᮇにはᾏ外で౑用さࠋたࡏᣢたࡃ

る理科の教科᭩を用い、「ⅆᒣ」「地㟈」といった≉ᐃの㡯┠のෆᐜをࡲとࡵて࣏スター発

表する活ືを⾜ったࠋ㸰学ᮇ๓半は᝟ሗのせ⣙活ືを⾜ったࠋ日本の᫇ヰをㄞࡳ、そのෆᐜ

を▷ࡲࡃとࡵる活ືからጞࡵ、せ⣙のᡭ㡰を学ࡏࡤ、そのḟに科学に㛵連したグ事を用いて

せ⣙する活ືを⾜ったࠋᚋ半には「スーパー探究科学」のᡭἲを用いて、㌟㏆なテーマで௬

᝿の研究をタᐃし、そࢀをⱥ語でࡲとࡵる活ືを⾜ったࠋ㸱学ᮇは「スーパー探究科学」で

の研究ෆᐜをⱥ語でࡲとࡵさࢢ、ࡏルーࣉẖに⣙㸳ศのࣉレࢮンテーションを⾜ったࠋ�

մ�᳨ 証�

ⱥ語でのᤵᴗにより、ⱥ語でのやり取りにᚎࠎに័ࢀ、中には教員に対してⱥ語で質ၥす

る✚極的な生徒が出てࡁたࠋ全యとしては、ⱥ語を用いて༶興でពぢを㏙࡭たり、せ⣙した

ෆᐜをⱥ語で発表したりする活ືにおいて、日本語を௓さࡎⱥ語で考えることがでࡁるよ࠺

になったࠋしかしながら、コンピューターを౑用すると、Ᏻ᫆に日本語の文を⩻ヂࢯフトに

入ຊし、そのࡲࡲのᨭ㞳⁛⿣なⱥ文を᭩いてし࠺ࡲ生徒ࡶおり、༢語レ࣋ルでの㎡᭩の活用

をఱ度ࡶ促さࡤࡡならなかったࠋ取⤌に対するព㆑のᕪがຊのఙࡧにᙳ㡪していたࠋ基本的

なⱥ語ຊをഛえている生徒はすでにⱥ語で発表をするຊがࡘいているが、ࡔࡲ基♏的な文ἲ

が理解でࡁていない生徒ࡶいたࠋ௚のⱥ語科┠と連ᦠし、基本的なⱥ語ຊの育成を⾜࠺こと

が、科学ⱥ語のຊをఙࡤしていࡃたࡵにはよりᚲせで࠶ることがศかったࠋⱥ語は実技で࠶

り、活ືを㏻ࡌ⧞り㏉しⱥ語を㐠用することでⱥ語ຊがఙࡧていࠋࡃ来年度はさらに発ᒎ的

なෆᐜをᢅい、よりヲ⣽に研究にࡘいて㏙ࡲ、࡭た研究に㛵する質ၥに༶興で⟅えらࢀるຊ

の育成を┠ᶆとした年㛫ィ⏬を❧て、「ＳＳ探究科学研究発表会」やその௚の学会でのⱥ語

発表を┠ᣦしたいࠋ�

�

� �
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�

��� ＳＳＨ科┠以外での取⤌�

①�国語科� �

�D� ௬ㄝ�

クラス全員がྠࡌ作品をㄞࡳ、ឤ᝿を᭩ࡃとい࠺「୍ᩧㄞ᭩」活ືを⾜࠺ことによって、

ㄞ᭩のᖜをᗈࡆ、多㠃的なㄞ解ຊを養࠺ことがでࡁるࠋ�

�E� 研究ෆᐜ�

生徒が⮬୺的にㄞࡴ本はど࠺してࡶライト࣋ࣀルやアニメ的なࡶのになりがࡕで࠶るࠋ

そのた࠶ࡶࡵってか、文❶ㄞ解のⱞᡭな生徒が多いࠋそこで、㸷月 �� 日、本校ᅗ᭩ᐊと

༠ാで中学校・高等学校全 ��クラスで「୍ᩧㄞ᭩」を実施したࠋㄞ᭩のᖜをᗈࡆ、ឤື、

ឤ᝿をඹ有することで、ㄞ解ຊを養ࡁ࠺っかけとすることを┠ᶆとするࠋ�

�F� ᪉ἲ�

全国Ｓ㹊㸿㞟ᅋㄞ᭩テキストのリストを用ពするࠋリストの中から౑用するテキストを

クラスで選ࠋࡪクラス全員にྠࡌ作品をㄞࡏࡲるࠋㄞࢃ⤊ࡳってからឤ᝿をグ入さࡏるࠋ

ᚋ日、全員のឤ᝿をࡲとࡵ、生徒にㄞࡏࡲるࠋ�

�G� ᳨証� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

生徒のឤ᝿は、⥲య的にዲホで࠶ったࠋ�

「エスキモーは日本ேとఫࡴ⎔ቃや生活が全ࡃ␗なり、⮬ศにとっては考えたことࡶな�

いよ࠺な生活をしていたࠋ౛えࡤᐙの中はいࢁいࢁな物がᩓ஘していて、⮬ศには考えら

リにࢯエスキモーではࡶ≟ているࢀさらに日本では࣌ットとしてឡさࠋったࡔど࡯ないࢀ

ᙜ↛のࡶないことࢀ日本のἲᚊではチさࠋチᡴっている࣒ࡤࢀࡲしṆࡶ、ࡏᘬか、ࡂなࡘ

よ࠺にするが、ཝしい⎔ቃで生ࡁるたࡵにしているので、⎔ቃのᕪはすࡃࡈ生活に㛵ಀし

ていることがࢃかったࠋ」（高校㸰年㸱⤌生徒、本⏣຾୍ⴭࠗカࢲࢼ・エスキモー࠘）�

�

②�地ṔබẸ科�

�D� ௬ㄝ�

アクティブラーニンࢢのᡭἲを取り入ࢀ♫会的事㇟に対する興࿡・㛵ᚰをᣢたࡏ、௚教

科のᡭἲやෆᐜを活用しながら♫会的事㇟に対する理解を高ࡵることがでࡁるࠋ

�E� 研究ෆᐜ�

中学 3 年生のබẸᤵᴗにおいて、経῭ศ㔝の知㆑のᐃ╔とᛮ考ຊの養成にࡘいて研究す

るࠋ� � �

�F� ᪉ἲ�

ᑟ入として「⛯ົ⨫」による⛒⛯教ᐊを㛤ࡁその中で㏻㈌のὶ㏻の௙⤌ࡳにࡘいて、「ᶍ

ᨃ取りᘬࡁ」のయ㦂ᤵᴗをすることにより興࿡࡙けをするࠋᤵᴗにおいて㟂せと౪⤥の㛵

ಀやᬒ気のኚື、経῭成長率などをࢢラフを用いてㄞࡳ取らࡏ、数学的ぢ地から経῭を理

解するຊを養ࠋ࠺レ࣏ート（௒回は「⛯の作文」）とい࠺ᙧで⛯ไ度に対するᛮ考ຊ・ุ

᩿ຊや表⌧ຊを養ࠋ࠺

�G� ᳨証�

「⛒⛯教ᐊ」の生徒のឤ᝿から「ᶍᨃ取りᘬࡁを経㦂したことで、経῭を㌟㏆にឤࡌる

ことがでࡁた」とのពぢが多ࡃぢらࢀたࠋᑟ入にアクティブラーニンࢢのᡭἲを取り入ࢀ

ることの効ᯝは高いとぢらࢀるࠋ㟂せと౪⤥の㛵ಀࢢラフや経῭成長ࢢラフ、㹅㹂㹎ࢢラ

フを作成さࡏ、数್ኚ化のศᯒや௚国とのẚ㍑から、よりලయ的に経῭≧ἣを理解するこ

とがでࡁたࠋ௚教科のᡭἲやෆᐜを取り入ࢀることで、より理解を῝ࡵるᤵᴗがでࡁると

ᛮࢀࢃるࠋ
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�

③�数学科�

�D� ᤵᴗෆᐜの研究�

基♏学ຊをࡘけるとඹに、発ᒎ的なෆᐜが理解でࡁるよ࠺に教ᮦ研究を⾜っているࠋ௚

校のᵝ子を学ࡧ、県୍ᩧテストや全国ᶍヨなどの受㦂結ᯝをศᯒし、本校生徒の実ែに࠶

ったᤵᴗがでࡁるよ࠺にフィーࢻバックしているࠋ探究活ືに័ࢀぶしࡴたࡵに、ㄢ㢟研

究に取り⤌ࠋࡔࢇ少ே数ศ๭ᤵᴗを実施することで、ㄢ㢟研究などで生徒の活ືに┠がᒆ

�ࠋなり、成ᯝがୖがっているࡃ᫆ࡁ

�E� ゝ語活ືの඘実�

数学のᤵᴗの中でࡶ、⮬ศの考えをࡲとࡵてㄝ明でࡁるよ࠺にレ࣏ートをㄢし、発表学

⩦を⾜っているࡲࠋた、論理的に考え、発表でࡁるよ࠺に証明を㔜どして取り⤌ࢇでいるࠋ�

�F� 数学᳨ᐃや数学オリンピックへの参加�

数学᳨ᐃは年ࠎ参加⪅がቑ加し、本年度は校ෆで㸰回実施したࠋ数学オリンピックࡶ参

加⪅がቑえてࡁており、各⮬が┠ᶆをᣢって取り⤌ࢇでいるࠋ�

�G� 中学校のカリキュラ࣒や教ᮦの研究㛤発�

中学校は㸴年୍㈏教育を⾜࠺ので、㸴年㛫の学⩦㡯┠を୪᭰࡭えて、各㡯┠が有機的に

⧅がるよ࠺にカリキュラ࣒の研究をしているࡲࠋた、㔜せな㡯┠やᐃ╔しにࡃい㡯┠はス

パイラルに学⩦でࡁるよ࠺に㓄៖しているࠋ�

奈良教育大学と連ᦠして、㐌に ��༢఩「⤫ィ」を実施しているࠋ高校での探究活ືで

観測実㦂ࢹータを᥎ᐃ・᳨ᐃでࡁるよ࠺に、中学校㸱年㛫で⤫ィศ㔝をす࡭て学ࠋࡪ学⩦

ෆᐜの᳨ウや教ᮦなどの㛤発ࡶ連ᦠしているࠋ⤫ィࢢラフコンクールには中学全生徒がᛂ

ເしたࠋ⤫ィ᳨ᐃࡶ全員受᳨し、多ࡃの生徒が㸱⣭に合᱁したࠋ᝟ሗオリンピックの「ࣅ

ーバーコンテスト」にࡶ中学全員が参加したࠋ�

�H� ௒ᚋのㄢ㢟�

�ア�ࢢルーࣉで学࠶ࡧい、ࢢルーࣉ༢఩でࡲとࡵて発表がでࡁるよ࠺にしていࡁたいࠋ�

�イ�論理的に考え、その㐣⛬を♧すことがでࡁるよ࠺に、ᅗᙧの証明やᩚ数ၥ㢟などに取り

�ࠋたいࡁでいࢇ⤌

�࢘�㸴年㛫の学⩦ィ⏬を෌構⠏していࡁ、学ຊྥୖやពḧのྥୖに結ࡘࡧけたいࠋ�

�エ�௒年度、中学㸱年生でጞࡵた「数学探究」を෌構⠏し、高校からの探究活ືにࡘなࡆて

いࡁたいࡲࠋた、外部での発表やඹྠ研究などにࡶ✚極的に参加する生徒を育てたいࠋ�

�

մ�理科（物理科）�

�D� ௬ㄝ� �

ぢえるᬒ色の観ᐹからගのᒅᢡを学⩦すると、日㡭య㦂する「ᬒ色をぢる」ことからග

のᒅᢡを考えらࢀるので、生活の中で⮬↛を科学的にぢる┠を育てらࢀるࠋ

�E� 研究ෆᐜ� �

┤ᐃつや࢞ラス⋢を㏻してぢえるᬒ色と、ࡶとのᬒ色の㐪いを、コンピューターを用い

た⏬ീฎ理によりศᯒしᒅᢡගの➽㐨をண測するࠋ㇋㟁球による実㦂によりண測したᒅᢡ

ගの➽㐨がṇしいかを☜かࡵるࠋ最ᚋに、実㦂結ᯝの活用としてジュエリカットᙧ࢞ラス

⋢を用いて観ᐹすると⤮ࡏࢃ࠶がでࡁる「かࡃし⤮」を製作するࠋ�

�F� ᪉ἲ� �

アンケートにより௬ㄝの᳨証を⾜ࠋ࠺�

�G� ᳨証� ᤵᴗアンケート（��� 名）�

㸯よ࠶ࡃてはࡲる��㸰࠶てはࡲる��㸱どࡕらとࡶいえない���

㸲ࡲ࠶り࠶てはࡲらない��㸳ࡲった࠶ࡃてはࡲらない�

�
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�

㹏㸯� 「ගのᒅᢡ」に興࿡がᣢてたかࠋ�

� ���㸯� 㸯㸱㸣� � 㸰� 㸲㸴㸣� � 㸱� 㸱㸯㸣� � 㸲� 㸯㸮㸣� � 㸳� 㸮㸣�

㹏㸰� ㌟の回りの「ගのᒅᢡ」に興࿡が高ࡲったかࠋ�

㸯� 㸶㸣� � � 㸰� 㸲㸴㸣� � 㸱� 㸱㸴㸣� � 㸲� 㸯㸮㸣� � 㸳� 㸮㸣�

㹏㸯より㸴๭ᙅの生徒の興࿡が高ࡲっており、㹏㸰より半数以ୖの生徒が㌟の回りのᒅᢡ

⌧㇟に興࿡をࡶてたことがࢃかるࠋ生徒の⮬↛を科学的にぢる┠が育てらࢀたと考えるࠋ�

�

յ�理科（化学科）

本校ཬేࡧタ㟷⩧中学校では、興࿡・㛵ᚰと論理的ᛮ考ຊを高ࡵることを┠的に₇♧実㦂

や生徒実㦂を⾜っているࠋ≉に、実㦂から気がࡘいたことや␲ၥにᛮったことを発表したり、

ヰし合ったりすることでコンピテンシーを㌟に௜けることࡶព㆑さࡏているࠋここでは、そ

の実㦂の中の୍౛にࡘいて㏙࡭るࠋ

�D� ┠ᶆ�

実㦂を⾜ったり観ᐹしたりすることから、化学ኚ化や⮬↛⌧㇟に対する興࿡・㛵ᚰཬࡧ論

理的ᛮ考ຊを高ࡵるࠋコ࣑ュニケーションຊや༠ാするຊを㌟に௜けさࡏるࠋ�

�E� 実施ෆᐜ�

中学㸰年生に、㌟㏆な㓟の中和実㦂を⾜ったࠋ㣗㓑、レモンエキス、りࡈࢇ㓑、Ύᾴ㣧

ᩱ水、炭㓟水を用ពし、各ヨᩱを生徒にヨ㣧さࡏて㓟性のᙉᙅの㡰఩を「㓟の࿡はすっࡥ

いࠋよりᙉい㓟࡯どすっࡶࡳࡥᙉࡃなるࠋ」とい࠺ことから考えさࡏたࠋそのᚋ、水㓟化

ࠋたࡏトリ࣒࢘水溶液で⁲ᐃを⾜い㓟性のᙉᙅの㡰఩を௜けさࢼ

�F� 成ᯝとㄢ㢟�

実㦂᧯作に✚極的に取り⤌ࡏࡲ、ჾලの౑用᪉ἲやὀពⅬにࡘいて⌜の中でお஫いに☜

ㄆさࡏたࠋ⮬ศの࿡ぬでࡘけた㡰఩と実㦂結ᯝの㐪いにὀ┠さࡏ、そのཎᅉにࡘいてよࡃ

ヰし合ࡏࢃたࠋ「㓟のᙉさ・中和཯ᛂ」にࡘいて、ᙉい㓟を中和するには多ࡃのアルカリ

がᚲせで࠶るとい࠺知㆑ࡔけでなࡃ、࿡ぬと生徒実㦂による数್との㸰ࡘで☜ㄆすること

によって論理的ᛮ考ຊや༠ാするຊを養࠺ことがでࡁたࠋ

生徒のពぢ「⏑ࡳが࠶って㣧ࡳやすかったリンゴ㓑が最ࡶᙉい㓟性を♧したのには㦫い

たࠋ」「Ύᾴ㣧ᩱ水とレモンエキスでឤࡌた㓟࿡のᕪを数್で☜ㄆでࡁてよかったࠋ」

� �

ն 理科（生物科）�

本校では、ࣟࢢーバルなどⅬとࣟーカルなどⅬの୧᪉をഛえた科学技術イ࣋ࣀーション

をࡶたらすேᮦの育成を┠ᣦしているࠋこࢀにྥけたࣟーカルഃからのアࣟࣉーチとして、

地ᇦ㈉⊩をయ㦂から学ࡪよ࠺なᤵᴗᒎ㛤を⾜っているのでその事౛にࡘいて㏙࡭るࠋ

�D� ௬ㄝ�

地ᇦで㉳こる⎔ቃၥ㢟に㛵するయ㦂を㏻して、生物学に対する興࿡・㛵ᚰを高ࡵ、᝟

ሗ཰㞟ຊや論理的ᛮ考ຊやコ࣑ュニケーション⬟ຊなどをᇵ࠺ことがでࡁるࠋ�

�E� ෆᐜ�

�ア�農ᴗ⿕害を㜵ࡄたࡵにᤕ⋓さࢀたイࣀシシの解๗�

地ᇦでᤕ⋓さࢀたイࣀシシの解๗・ෆ⮚観ᐹを⾜いイࣀシシやシカなどの㔝生ື物がᘬ

�ࠋいてㅮ⩏したࡘ㉳こす農ᴗ⿕害の≧ἣにࡁ

�イ�地ᇦ㹌㹎㹍などと༠ຊした᳃ᯘ⎔ቃ教育�

㹌㹎㹍大和ⴱᇛᒣの⮬↛を大ษにする会とඹྠで、ᯘ㐨ᩚഛやࢠフチョ࢘の生ᜥ数調

査、カタクリ生ᜥ地の‵度・ 度調査を⾜ったࠋ�

�F� 成ᯝ�

�ア�農ᴗ⿕害を㜵ࡄたࡵにᤕ⋓さࢀたイࣀシシの解๗�
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�

参加⪅へのアンケートから「ෆ⮚の構㐀を理解でࡁたか、さらに調࡭たいか」、「࿨は

ᑛࡃ大ษࡔが⌧≧から考えると㢌数調ᩚがᚲせで࠶るか」とい࠺ၥいに対して、⫯ᐃ的

な回⟅（ᙜてはࡲるཬࡧややᙜてはࡲる）は ����で࠶ったࠋ�

�イ�地ᇦ㹌㹎㹍などと༠ຊした᳃ᯘ⎔ቃ教育�

各調査をࡶとに学会発表を⾜ࢢ࠺ルー࠶ࡶࣉったࡲࠋた、య㦂により発ᒎ的なෆᐜへの

理解が῝ࡲり、⮬ら探究するຊと地ᇦ㈉⊩へのពḧが高ࡲったと考えらࢀるࠋ�

�

շ�理科（地学科）�

本校ཬేࡧタ㟷⩧中学校では、௒年度は高校 3 年生の選ᢥ⪅に「理数地学」（4 ༢఩）、中

学校 1～3 年生全員にそࢀࡒࢀ半ᮇࡘࡎ地学ศ㔝のᤵᴗを実施したࠋここでは、そのᤵᴗの中

でᢅった≉ᚩ的な事᯶にࡘいて㏙࡭るࠋ�

�D� ┠ᶆ�

地学的リテラシーの育成はࢇࢁࡕࡶのこと、⅏害大国で࠶る日本の⌧≧をࡲࡩえ、⮬↛

⅏害の発生ཎ理と⿕害の≉ᚩ、㜵⅏にࡘいて理解さࡏるࡲࠋた、地学の学⩦を㏻して、生

徒の✵㛫的・᫬㛫的ㄆ㆑ຊを高ࡵるࠋ�

�E� 実施ෆᐜ�

・高等学校「理数地学」においては、文系大学への進学⪅ࢀࡲྵࡶているたࡵ、地学が実

♫会でどのよ࠺にᙺ❧っているかとい࠺ことを㔜どしてᤵᴗをᒎ㛤したࠋලయ的には、地

㟈やⅆᒣᄇⅆ・ྎ㢼などに対する㜵⅏、㖔物㈨※やエࢿルࢠー㈨※、地球⎔ቃၥ㢟などに

༑ศに᫬㛫を๭りᙜてたࠋ�

・中学校「理科 2 ศ㔝」の地学的な༢ඖにおいて、ᚲせにᛂࡌて高等学校「地学基♏」で

ᒚಟするよ࠺な発ᒎ的なෆᐜを多ࡃ取り入ࢀたࠋලయ的には、1 年生でᩚ合と୙ᩚ合、地

ᒙの新ᪧ、ኚ成ᒾなど、2 年生で大気ᅪの構㐀、地球の⇕཰ᨭ、ᾏὒの構㐀など、3 年生で

地球の⮬㌿やබ㌿の証ᣐ、ケࣉラーのἲ๎、Ᏹᐂの⭾張などを取り入ࢀたࡲࠋた、1 年生

は 11 月に奈良教育大学の和⏣✨㝯教ᤵをㅮᖌに㏄え஧ୖᒣ地ᇦで地学実⩦、2 年生は 6 月

に奈良地᪉気㇟ྎぢ学、3 年生は 11 月に京都⏘ᴗ大学天文ྎぢ学を⾜ったࠋ�

�F� 成ᯝとㄢ㢟�

・高校 3 年生での㜵⅏に㛵ࢃるアクティブラーニンࢢにおいては、ࢢルーࣉウ論の中で多

�ࠋたࢀのᘓタ的なពぢが出さࡃ

・中学校でのフィール࣡ࢻークやぢ学会は、生徒にそࢀࡒࢀの༢ඖに興࿡・㛵ᚰ・ពḧを

ᣢたࡏるᜦዲの㢟ᮦとなっているࠋ�

�

ո�ⱥ語科� �

�D� ௬ㄝ� �

実用ⱥ語技⬟᳨ᐃや㹅Ｔ㹃Ｃといった外部ⱥ語ヨ㦂を活用することにより、生徒のⱥ語

学⩦に対するពḧ・㛵ᚰを高ࡵるととࡶに、ⱥ語で⮬ᕫ表⌧したり、研究成ᯝ等をⱥ語で

発ಙしたりするຊをఙࡤすことがでࡁるࠋ

�E� 研究ෆᐜ� �

日㡭のⱥ語のᤵᴗで㌟に௜けた学⩦ෆᐜに加えて、実用ⱥ語技⬟᳨ᐃや㹅Ｔ㹃Ｃといっ

た外部ⱥ語ヨ㦂を受᳨さࡏ、ヨ㦂にྥけて事๓ᣦᑟ・事ᚋᣦᑟを✚極的にᒎ㛤することに

より、生徒の実㊶的なⱥ語コ࣑ュニケーション⬟ຊのఙ長をᅗるࠋ

�F� ᪉ἲ� �

�ア�実用ⱥ語技⬟᳨ᐃ（年㸱回）を✚極的に受᳨することを促し、➹グヨ㦂にྥけた対策ㅮ

⩦会、ཬࡧ㸰ḟ㠃᥋ヨ㦂にྥけたಶே㠃᥋⦎⩦ᣦᑟを実施するࠋ�

�イ�中学㸰年生と㸱年生の全員に㹅Ｔ㹃Ｃを受᳨さࡏるࠋ�
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�

�G� ᳨証� �

実用ⱥ語技⬟᳨ᐃの受㦂⪅がቑ加し、合᱁⪅数ࡶቑえているので、生徒のⱥ語学⩦に対

するពḧが高ࡲるととࡶに、ⱥ語の学ຊୖྥࡶしてࡁていると考えるࡲࠋた、「ＳＳ探究

科学研究発表会」のⱥ語アブストラクトの発表にࡘいてࡶ、審査員の奈良教育大学ඖ学長

の長཭ᜏே先生から、「大ኚ良ࡲࡃとࡲっており、ⱥ語のレ࣋ルがୖがっていることがఛ

える」とい࠺コメントが࠶ったࠋⱥ語でࡲとࡵ、ⱥ語で発ಙするຊが生徒に╔実に㌟に௜

いてࡁていると考えるࡲࠋた、中学㸰年生と㸱年生の全員が㹅Ｔ㹃Ｃを受᳨し、実㊶的な

コ࣑ュニケーション⬟ຊ（リーࢹィンࢢ、リスニンࢢ、ライティンࢢ）をデ᩿したࠋ中学

㸰年生、㸱年生とࡶ‶Ⅼの成⦼をおさࡵる生徒やスコアレ࣏ートを振り㏉って⮬ศのᙅい

ศ㔝を⮬୺的に学࠺ࡰとする生徒がおり、㹅Ｔ㹃Ｃの取⤌を✚極的に活用しているࠋ高校

進学ᚋに、ⱥ語で研究発表を⾜い、さらにはⱥ語で質␲ᛂ⟅がでࡁるよ࠺に௒ᚋࡶᣦᑟを

⥅⥆するࠋ

չ�ಖ೺య育科� ಖ೺ศ㔝�

�D� ┠ᶆ�

༢ඖ「�⌧௦♫会と೺ᗣ�」「�生ᾭを㏻ࡌる೺ᗣ�」「�೺ᗣと⎔ቃ�」を῝ࡃ学ࡧ、⮬ศ

⮬㌟の生ᾭの೺ᗣに生かすことがでࡁる知㆑や考え᪉を㌟にࡘけるࠋ�

�E� 研究ෆᐜ�

ᚰ⫵⸽生ἲにࡘいての研究�

・事๓ᤵᴗ（ᚰ⫵⸽生ἲのᡭ㡰・AED の౑用ἲの学⩦、実㊶ື⏬の㚷賞など）

・ᚰ⫵⸽生ἲయ㦂実⩦

ࠋࡔࢇとຊ加ῶを学࣒ࢬにテニス࣎ールを用いての⬚㦵ᅽ迫の⦎⩦をおこない、リࡵึ

ḟに実⩦用ேᙧと AED を用いて、教ㅍによるᚰ⫵⸽生ἲᡭ㡰のࢹモンストレーション、

ࠋでの実㊶をおこない、最ᚋに振り㏉りをしたࣉルーࢢ

�F� 成ᯝ�

事๓ᤵᴗで☜ㄆしたᡭ㡰にᚑい、実㊶をおこなったࡵึࠋのࡕ࠺は័ࢀないことに戸惑

っていたが、ࢢルーࣉでの༠ຊやヰし合い、振り㏉りをする中で知㆑や技⬟を⩦ᚓするこ

との㞴しさや㔜せ性をឤࡌるよ࠺になったࠋ

య育ศ㔝�

�D� ┠ᶆ�

ჾᲔ㐠ື・㝣ୖ➇技・球技・Ṋ㐨・ࢲンスなどの㡿ᇦにࡘいて、実技・研究・発表をお

こない、➇技の≉性やᴦしさを理解するࠋ�

�E� 研究ෆᐜ�

�ア�マット㐠ື「オリジࢼル連⥆技」にチャレンジ�

①�⦎⩦した技の中から㸳ࡘの技を選ࡧ、連⥆技にチャレンジするࠋ�

②�タブレットを用いて⦎⩦のᵝ子を᧜ᙳし、ື作のチェック、ᨵၿなどをおこなったࠋ�

�イ�ࢲンス「おどる࣏ン࣏コリン（E�JLUOV）」をయ育大会でᢨ㟢�

①�タブレットを用いて⦎⩦のᵝ子を᧜ᙳし、ື作やフ࢛ーメーションをチェックしたࠋ�

�F� 成ᯝ�

�ア�⦎⩦を⧞り㏉していࡃ中で、ື作を☜ㄆしたり微調ᩚをしたりして᏶成度を高ࡵてい

ったࠋ実㝿に⮬ศのືࡁを☜ㄆすることでึࡵて気࡙ࡃこと࠶ࡶり、యのືࡁにࡘいて

�ࠋたࡁ知ることがでࡃ῝

�イ�タブレットによる᧜ᙳはಶேのືࡁを☜ㄆしやすࡃ、全యのフ࢛ーメーションが☜ㄆ

でࡁ、周りのືࡁと合ࡏࢃるព㆑がᣢて、その㞴しさをឤࡌるよ࠺になったࠋ� �
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�

��� ＳＳ探究科学研究発表会�

①�௬ㄝ�

� � � 学校タᐃ科┠「スーパー探究科学」で研究したෆᐜを、クラスの௦表生徒が全校生徒やಖ

ㆤ⪅・学校㛵ಀ⪅等の๓で発表することにより、発表する生徒・⪺ࡃ生徒の཮᪉に表⌧ຊや

コ࣑ュニケーション⬟ຊが育成さࢀるࠋ�

②�研究ෆᐜ�

� � � 高校生が学校タᐃ科┠「スーパー探究科学」や中学㸱年生がㄢ外活ື「理科探究」でそࢀ

ンテーション⬟ຊを高ࢮレࣉ、いてのཱྀ㢌発表や࣏スター発表を⾜いࡘ研究したෆᐜにࢀࡒ

タイࠋことにより、௒ᚋの探究活ືに活かすࡄに、大学教ᤵ等にᣦᑟ・ຓゝを௮ࡶるととࡵ

のጜጒ校で࠶るࣉリンセスチュラ࣎ーン・サイエンスࣁイスクール・ࢼコンシータンマラー

ト校から生徒と教員をᣍᚅし、ⱥ語での研究発表を⫈ࡃことにより、本校生徒の国㝿的なコ

࣑ュニケーション⬟ຊを育成するࠋなお、௬ㄝの᳨証は、発表会に取り⤌ࡴ生徒のᵝ子や生

徒のពぢ・ឤ᝿、ᣍ⪸した大学教ᤵ等のホ౯などをࡶとに⾜ࠋ࠺�

③�実施ෆᐜ�

� ��D��実施日� � 平成 29 年 2 月 11 日（ᅵ）� 12:00～16:30�
� ��E��場� 所� � 大和高⏣市Ẹ会㤋（さࢇࡊか࣍ール）�

��F��ㅮ ホ    奈良教育大学� � � � � ඖ学長� � 長཭� ᜏே� �

� � � � � � � � 奈良女子大学大学院� � 教ᤵ� � � ᑠᯘ� � Ẏ� �

� � � � � � � � 京都大学大学院� � � � ෸教ᤵ� � ୕℩� 和அ� �

�G��参加⪅� ��高校 1・2 学年ཬࡧ㟷⩧中学校生徒全員� 332 名、本校⫋員� 36 名�

� � � � � � � � 教育（௚のＳＳＨ校㺃大学等）㛵ಀ⪅ 22 名� � ಖㆤ⪅ 56 名� �

� �H� 結ᯝ発表

� � � 最優秀賞� 2 年 3 ⤌ B1 ⌜「カキ炭疽病菌とイチゴ炭疽病菌に対する抗菌性物質の探索」

� � � � � � � � 2 年 1㺃2 ⤌ E2 ⌜「3 ᙟ星の成ศのኚ化」

� � � 優秀賞� � 1 年 2 ⤌ P1 �「～！いたࢃዲ奇ᚰのᡬ～基♏研究から興࿡がࡃが㛤ࣀ࣑ࢻ」⌜

� � � 奨励賞� � 2 年 3 ⤌ P1 ⌜「ᡴᧁによってᙧ成さࢀるケイ◁ᒙの表㠃ᶍᵝ」

� � � � � � � � 2 年 3 ⤌ P2 ⌜「㏱明෇ᰕから作ったレンࢬにࡘいて」

� � � � � � � � 2 年 1㺃2 ⤌ B3 ⌜「ࠗ生ࡁた�発ග⣽菌�水質チェックキット࠘㛤発への㐨！」

� � � � � � � � 2 年 3 ⤌ E1 ⌜「㉸新星ṧ㧁と惑星≧星㞼の㐪い」�

中学 3 年 B2 ⌜「ኚ化アサ࢞オの秘密にࡲࡏる」                              �
մ�᳨ 証�

� � � 大学の先生᪉のㅮホࡶ⫯ᐃ的なࡶのが多ࡃ、生徒のឤ᝿ࡶ๓ྥࡁなࡶのが多かったࠋ生徒

の表⌧ຊ等の育成においてࡶ、成ᯝのᬑཬにおいてࡶ、ᴫࡡ効ᯝが࠶ったと考えらࢀるࠋ

��D��ᣦᑟ・ຓゝ⪅からのㅮホ（ᢤ⢋）�

� ・どの発表ࡶఱのたࡵに研究をしているのかが明☜で、ㄝ明ࡶศかりやすかったࠋ質␲ᛂ⟅

のやりとりࡶ良ࡃ、㸴年㛫のＳＳＨの成ᯝがឤࡌらࢀるࠋ�

� ・高校㸰年生のⱥ語の発表がୖᡭࢀࢃ⾜ࡃており、ⱥ語ຊのྥୖが実ឤでࡁたࠋ

� ・生物の研究では、㟷⩧のＳＳＨの≉ᚩで࠶る地ᇦに᰿ࡊした発表が࠶り⣲ᬕらしかったࠋ�

・発表の㝿にኌのトーンをኚえるなどして、⫈⾗をᕳࡁ㎸ࡴ工ኵをすࡤࢀさらに良ࡃなるࠋ

・࣏スター発表では、ࡶっと⮬ศの᪉から✚極的にㄝ明することが大ษで࠶るࠋ�

� ��E��発表生徒のឤ᝿（୍౛）�

� ・この日のたࡵにẖ日㐜ࡲࡃで‽ഛしたࠋそのよ࠺な中で、⌜でຊを合ࡏࢃるᅋ結ຊ、大ໃ

の๓で⮬ศたࡕの発表をఏえるコ࣑ュニケーション⬟ຊなど、ᵝࠎな事᯶を学ࠋࡔࢇ

・⮬ศ⮬㌟の研究とは㐪࠺ศ㔝の発表が⫈けて、知㆑のᖜがᗈがって良かったࠋ�
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�

��� サイエンスࢠャラリー�

①�௬ㄝ�

本校ཬࡧ௚のＳＳＨ校等が参加する探究活ືの࣏スター発表会を㛤ദして高校㛫の஺ὶを

ࠋに、大学教員や大学院生からᣦᑟ・ຓゝを受けて以ᚋの探究活ືのᣦ㔪とするࡶとと࠺⾜

ୖグのయ㦂を㏻して、᝟ሗ཰㞟ຊやศかりやすࡃヰすたࡵの表⌧ຊなどのリテラシーやチー

୍࣒୸となって発表するたࡵの༠ാするຊやコ࣑ュニケーション⬟ຊなどのコンピテンシー

を㌟に௜けさࡏることがでࡁるࠋこのリテラシーとコンピテンシーを養࠺ことで科学技術系

ࠋるࡁーバルேᮦを育てることがでࣟࢢ

②�研究᪉ἲ� �

� 発表をぢ㉺したィ⏬的な研究・実㦂、結ᯝの考ᐹやㄢ㢟発ぢのたࡵの᝟ሗ཰㞟、ศかりや

すࡃ発表・表⌧するたࡵの࣏スター作製を⾜ࡲࠋ࠺た、研究中はチー࣒で༠ാして考ᐹし合

い、発表᫬は┦ᡭの཯ᛂをぢながらศかりやすࡃ発表し、ពぢやアࢻバイスを⫈ࠋࡃ教員は

研究・࣏スター作製、発表ᙜ日・発表ᚋを㏻して、ពぢやアࢻバイスを⾜ࠋ࠺୺に、ィ⏬的

に実㦂が⾜ࢀࢃているか、᪉ἲや結ᯝに対する考ᐹの᪉ྥ性が大ࡃࡁ㛫㐪っていないか、研

究を理解した発表を⾜っているかなどのⅬにὀ┠して質ၥを⾜࠺ことで、生徒の⮬୺的な振

り㏉りを促すよ࠺ᒎ㛤を考えたࡲࠋた、中学生にはศかりやすࡃ、高校生はその⬟ຊを高ࡵ

てᣢ⥆的な興࿡・㛵ᚰを育ࡴよ࠺なㄝ明のᒎ㛤を考えたࠋ参加した生徒のアンケートやឤ

᝿、取⤌のᵝ子から௬ㄝを᳨証するࠋ

③�実施ෆᐜ�

�D�実施日� � � 平成 28 年 8 月 8 日（月）～9 日（ⅆ）�

�E�実施場所� � 㜿ಸ㔝市Ẹ学⩦センター（大阪市㜿ಸ㔝༊）�

�F�参加校� � � 奈良県❧㟷⩧中学校・高等学校、奈良県❧奈良高等学校、

す大和学ᅬ高等学校、奈良女子大学௜ᒓ中等教育学校、奈良学ᅬ高等学校、

和ḷᒣ県❧ྥ㝧高等学校

�G�࣏スター数 26 発表（物理㸹7、化学㸹3、生物㸹10、地学㸹2、数学㸹4）�

�H�ෆᐜ・⾜⛬ 8 月 8 日（月）㸹京都大学フィールࢻ科学教育研究センター

教ᤵ Ⲩ஭ಟுによる࣑ニレクチャー

生徒࣏スター発表

8 月 9 日（ⅆ）㸹࣏スターᒎ♧

մ�᳨ 証�

生徒へのアンケートによると、⣙ 8 ๭の生徒が「サイエンスࢠャラリーでの発表はたࡵに

なった」と⟅え、⣙ 7 ๭は「௒回の発表は⮬ศの知㆑を高ࡵるのにᙺ❧った」「参加したこ

とで、⮬↛科学への興࿡・㛵ᚰが高ࡲった」と⟅えるなど、⫯ᐃ的な回⟅が多かったࠋさら

に、「௒回の発表で新しい発ぢが࠶った」と⟅えた生徒は⣙ 6 ๭で࠶ったࡲࠋた、⣙ 8 ๭の

生徒が「ᵝࠎな参加⪅（大学の教員や大学院生など）との஺ὶが่⃭になった」と⟅える୍

᪉、「௚校の生徒との஺ὶは่⃭になった」と回⟅した生徒は⣙ 4 ๭となったࠋ「௚校の発

表は⮬ศたࡕより῝ࡃ᥀りୗࡆた研究をしていた」と回⟅する本校生徒ࡶおり、興࿡は࠶る

が࣏スターのࡳの参加により、஺ὶがでࡁなかったと᥎測さࢀるࠋ௒ᚋは、より多ࡃの௚校

生徒にࡶ実㝿に㊊を㐠ࢇで発表してࡶらい、஺ὶすることがㄢ㢟で࠶ると考えらࢀるࠋ

� �
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�

��� ＳＳタイᾏ外研ಟ�

①�௬ㄝ�

� 㐣ཤ㸰年㛫のタイ研ಟの成ᯝをࡲࡩえ、生徒が取り⤌ࢇでいる探究活ືの発ᒎおよࡧ国㝿

的な成ᯝ発表をおこな࠺たࡵ、タイ国での本校ጜጒ校へのゼၥと研究発表を⾜࠺ととࡶに、

タイ国で㛤ദさࢀる研究発表会に参加するたࡵ、「ＳＳＨタイ国ᾏ外研ಟ」を実施するࠋ�

� 「ＳＳＨタイ国ᾏ外研ಟ」の┠的は、タイ国のጜጒ校で࠶るࣉリンセスチュラ࣎ーン・サ

イエンスࣁイスクール（以ୗ�㹎ＣＣ）ࢼコンシータンマラート校をゼၥし、研究発表とࢹィ

スカッションを⾜࠺ととࡶに、タイ国チョンブリで㛤ദさࢀる「7KDLODQG�-DSDQ� 6WXGHQW��

ＩＣＴ�)DLU�����」（以ୗ�7-�6,)����）に参加し、研究発表とࢹィスカッションを⾜࠺こと

で࠶るࠋなお、この研ಟを効率的に実施するたࡵ、タイ入国┤ᚋから、ὴ㐵生徒を㸰⌜にศ

け、ࢼコンシータンマラート校と「7-�6,)����」にそࢀࡒࢀὴ㐵するࠋ研ಟᮇ㛫ෆはそࡒࢀ

�ࠋることを┠ᣦすࡏ活ືの成ᯝをᗈ⠊ᅖにᬑཬさࡴ⤌の⌜がู⾜ືすることで、本校が取りࢀ

� この研ಟによって、探究活ືの発ᒎおよࡧ国㝿的な成ᯝ発表がぢ㎸ࡵるࡔけでなࡃ、生徒

の科学・技術に対する興࿡・㛵ᚰを୍ᒙ高ࡵるととࡶに、国㝿的な஺ὶを⾜ୖ࠺でのⱥ語に

よるコ࣑ュニケーションの㔜せ性をㄆ㆑さࡏ、そのྥୖをᅗることがでࡁると考えるࠋ�

② 研究ෆᐜ�

� 「7-�6,)����」に参加し、研究ෆᐜのཱྀ㢌発表と࣏スター発表を⾜ࡲࠋ࠺た、「7-�6,)����」

で⾜ࢀࢃるタイと日本の文化஺ὶ会で発表するととࡶに、⌧地の日本௻ᴗのᢸᙜ⪅や大学教

員がᣦᑟするぢ学会やㅮ⩦会等に参加し、ᑓ㛛的な知㆑を㌟にࡘけるࡲࠋた、ጜጒ校で࠶る

㹎ＣＣࢼコンシータンマラート校をゼၥし、研究発表を⾜࠺ととࡶに௒ᚋのඹྠ研究యไに

さらに、タイの文化や⮬↛、科学技術に対すࠋいて༠議し、国㝿的なඹྠ研究を㛤ጞするࡘ

る理解を῝ࡵ、ᑗ来的なඹྠ研究యไのᙉ化にດࡵるࠋ�

③ ᪉ἲ�

� ��D� 日� ⛬� � 平成 28 年 12 月 19 日（月）～12 月 25 日（日）㸺6 Ἡ 7 日㸼�

� ��E��ゼ�ၥ 先� � タイ国チョンブリ・ࢼコンシータンマラート・バンコク�

� ��F��参 加 ⪅� � 第 2 学年 3 ⤌生徒� ィ 8 名（⏨子 �名・女子 2 名）

� ��G��ᘬ 率 ⪅� � ᅋ長� 教ㅍ 水本� ♸அ（生物ᢸᙜ）�

� � � � � � � �        教ㅍ ᯇᕝ� ឿ（ⱥ語ᢸᙜ）、௒஭� ၨ文（数学ᢸᙜ）�

� ��H� ᪑⾜ᴗ⪅� � ㏆␥日本ツーリスト（ＳＳタイ研ಟ᳨ウ委員会にてỴᐃ）�

��I��᪑ � ⛬�

12 月 19 日�月��

㛵す国㝿✵  Ѝス࣡ンࢼブー࣒国㝿✵ � （7-�6,)���� 参加⌜ЍバンコクἩ）�

（ጜጒ校ゼၥ⌜ Ѝクラࣅ✵ � →� （コンシータンマラートࢼ

12 月 20 日�ⅆ���

7-�6,)���� 参加⌜� 「7-�6,)����」参加� タイ文化య㦂学⩦・オリエンテーション�

ጜጒ校ゼၥ⌜� ጜጒ校ゼၥ� 研究発表・ᤵᴗ参加� � � � � � �

12 月 21 日�水��

7-�6,)���� 参加⌜� 㛤会ᘧ・ཱྀ㢌発表�

ጜጒ校ゼၥ⌜� タクシン大学ゼၥ�

12 月 22 日�ᮌ�

7-�6,)���� 参加⌜� ࣏スター発表�

ጜጒ校ゼၥ⌜� ⇕ᖏ㞵ᯘや㔝生生物ಖㆤ༊でのフィール࣡ࢻーク�

12 月 23 日�㔠�� ��

7-�6,)���� 参加⌜� ௻ᴗゼၥ
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�

ጜጒ校ゼၥ⌜� ἢᓊ地ᇦでの生物観ᐹ等�

12 月 24 日�ᅵ�� ��

7-�6,)���� 参加⌜・ጜጒ校ゼၥ⌜� バンコクにて合ὶ� 王ᐑゼၥ�

12 月 25 日�日��

ス࣡ンࢼブー࣒国㝿✵ Ѝ㛵す国㝿✵                      � � �        � � �           �

մ�᳨ 証�

௒回の研ಟに参加した生徒の事ᚋア

ンケートの結ᯝを♧すࠋ全員が௒回の

研ಟに参加して「大ኚよかった」ࡶしࡃ

は「よかった」とឤࡌているࡲࠋた 3 Ἡ

4 日にࢃたるタイの生徒たࡕとの࣑ࢻ

トリーでのඹྠ生活にࡘいて、㸵名の

生徒が「大ኚよかった」ࡶしࡃは「よか

った」とឤࡌているࠋ実㝿に、ඹྠ生活

を⾜࠺ことで、タイと日本の生徒たࡕの

ⱥ語を௓した஺ὶが活発となり、生徒の

✚極性がྥୖしたことが観ᐹさࢀてい

るࠋさらに、「タイに㛵する興࿡は῝ࡲ

ったか」とい࠺質ၥに対して、全員が௒

回の研ಟに参加して「かなり῝ࡲった」

ࡲࠋているࡌとឤ「ったࡲ῝」はࡃしࡶ

た「研ಟの๓ᚋで国㝿的などⅬへのព㆑

がどのよ࠺にኚ化したか」とい࠺質ၥに

対して全員が、「高ࡲった」ࡶしࡃは「や

や高ࡲった」とឤࡌているࠋこࢀらの結

ᯝから、ඹྠ生活を㏻ࡌた国㝿஺ὶは、

生徒の国㝿性とコ࣑ュニケーション⬟

ຊのྥୖには有効で࠶ると考えらࢀるࠋ

て୧国の教員㛫のᤵᴗࡌた、研ಟを㏻ࡲ

研究などࡶ⾜い、教員のᣦᑟຊྥୖにࡶ

㈨しているࠋ௒回の研ಟをྵࡵタイጜጒ

校との஺ὶは㸱回を数え、より有ព⩏な

஺ὶ事ᴗࡶ௒ᚋࠋる࠶ࡘࡘのに発ᒎしࡶ

を⥅⥆し、ࣟࢢーバルな教育・研究を発

ᒎさࡏていࡁたいࠋ

�

�

�

�

�

�

�

�

� �
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�

��� ＳＳアメリカすᾏᓊ研ಟ�

①�௬ㄝ�

アメリカ合⾗国の最先端の科学技術を、⌧地で実㝿に⫙でឤࡌることで、科学に対する興

࿡・㛵ᚰをより୍ᒙ高ࡵることがでࡁるࡲࠋたそࢀらをⱥ語を㏻ࡌて学ࡪことで、ᑗ来ୡ⏺

を⯙ྎに活㌍するேᮦの㈨質の♏を⠏ࡃことがでࡁるྠࠋ᫬に、ࣟࢢーバルなどⅬから日本

をぢࡵࡘることで、国㝿♫会で活㌍する科学⪅になるたࡵにఱがᚲせかを考えるよいࡁっか

けとなるࠋ�

②�研究ෆᐜ�

アメリカ合⾗国すᾏᓊに࠶る大ᡭ⯟✵会♫、シリコンバレーの研究機㛵等をゼࢀ、その取

⤌や最先端技術にࡘいて学ࡲࠋࡪた、アメリカ国ෆで活㌍する日本ே科学⪅からのㅮ₇や研

究ᐊゼၥを㏻して、ୡ⏺つᶍでの研究やᾏ外ならではのⱞປや႐ࡧを知るࠋ最⤊日には⌧地

の高校をゼࢀ、生徒㛫஺ὶを⾜ࠋ࠺その中で、「スーパー探究科学」の研究にࡘいてⱥ語で

発表することで、ⱥ語を㏻ࡌた科学のコ࣑ュニケーション⬟ຊのྥୖをᅗるࠋ�

③�᪉ἲ�

�D� 日⛬� � � 平成 ��年 �� 月 �� 日（日）～��月 �� 日（ᅵ）㸺�Ἡ �日㸼�

�E� ゼၥ先� � アメリカ合⾗国すᾏᓊの各都市（シアトル、サンࢮࣀ、サンフランシスコ、� �

ࣟサンࢮルス）�

�F� 参加⪅� � 本校第 �学年生徒� �� 名（⏨子 � 名、女子 �名）�

�G� ᘬ率⪅� � 教ㅍ� ᒣ⏣㝯文（地学ᢸᙜ）、教ㅍ� 中ᮧៅኴ㑻（ⱥ語ᢸᙜ）�

�H� ᪑⾜ᴗ⪅� ᰴᘧ会♫� 㹈Ｔ㹀す日本� 奈良教育᪑⾜センター�

（ＳＳアメリカすᾏᓊ研ಟ᳨ウ委員会にてỴᐃ）�

�I� ᪑⛬�

� � >㸯日┠@� ��伊୹✵ （㞟合）㸫⩚⏣✵ �

㸫成⏣✵ 㸫シアトル✵ �

㸫⯟✵༤物㤋㸫࣎ーインࢢ♫エ࣋レット工場�

㸫シアトル市ෆ（フェアフィールࢻ・イン・シータックエア࣏ート）�

� � >㸰日┠@� �

� � � � � � � � シアトル✵ 㸫サンフランシスコ✵ �

㸫クリスタルスࣉリンࢢス（サン・アンࢻレアス᩿ᒙのぢ学）�

㸫カリフ࢛ルニア科学アカ࣑ࢹー�

㸫サンフランシスコ市ෆ（࣋スト࢘エスタン・ࣉラス・ࣟࢢブࢼ㸫）�

� � >㸱日┠@��

テック・イ࣋ࣀーション༤物㤋㸫イ

ンテル༤物㤋�

㸫࢘ーࣖラ♫（日本ேＩＴ技術⪅�

᭮᰿ཎ᫓ᶞによるㅮ₇、௻ᴗぢ学）�

㸫サンフランシスコ市ෆ（࣋スト࢘

エスタン・ࣉラス・ࣟࢢブࢼ㸫）�

� � >㸲日┠@�

サンフランシスコ✵ 㸫ࣟサンࢮル

ス✵ �

㸫㹓Ｃ㹊㸿（日本ே生物研究⪅� ᶓ⏣知大によるㅮ₇、研究ᐊゼၥ）�

㸫ࢢリフィス天文ྎ㸫ࣟサンࢮルス市ෆ（ニュー・࢞ーࢼࢹー・࣍テル）�

�

�
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�

� � >㸳日┠@�

����������������シュール・ࣁイスクール（本校生徒による研究発表、文化஺ὶ、�

学校ぢ学）㸫㹌㸿Ｓ㸿ジェット᥎進研究所㸫（ニュー・࢞ーࢼࢹー・࣍

テル）�

� � >㸴日┠@��

ࣟサンࢮルス✵ 㸫⩚⏣✵ �

����>㸵日┠@�

⩚⏣✵ 㸫伊୹✵ （解ᩓ）�

�

�

մ�᳨ 証�

アメリカ合⾗国すᾏᓊに఩⨨する大ᡭ⯟✵会♫で࠶る࣎ーインࢢ♫、⣙ �㸪���NP にࡲたが

るᕧ大なサンアンࢻレアス᩿ᒙ、シリコンバレーに࠶る࢘ーラࣖ♫やインテル♫、カリフ࢛

ルニア大学ࣟサンࢮルス校、ࡲたは各地の科学༤物㤋等をゼࢀ、ツアーに参加したりㅮ₇を

⫈いたりして最先端科学技術にࡘいて学ࡲࠋࡔࢇたࣟサンࢮルスに࠶るシュール・ࣁイスク

ールにおいて、⮬ศたࡕの科学研究にࡘいてࣉレࢮンテーションや日本文化の⤂௓など、ⱥ

語を㏻ࡌて生徒㛫஺ὶを⾜ったࠋ�

こࡲࢀでᾏ外に出たことがない、㣕⾜機に஌ったことがないとい࠺生徒が大半をしࡵてお

り、入国審査での対ᛂや㣗事のオーࢲーの௙᪉などで最ึは戸惑っていたࠋしかし、⾜⛬が

進ࡳᬑẁのᤵᴗや事๓ᣦᑟで学ࡔࢇⱥ会ヰをしっかりと実㊶していࡕ࠺ࡃに、少しࡘࡎⱥ語

でコ࣑ュニケーションがとࢀるよ࠺になったࡲࠋた、日本とはつᶍが␗なる科学施タや最先

端技術を┠のᙜたりにし、⮬ศたࡕの科学への興࿡がゐ発さࢀたよ࠺で࠶ったࠋᖐ国ᚋにア

ンケートを実施し、科学ࡲたはⱥ語にࡘいて知㆑や興࿡にኚ化が࠶ったかをᑜࡡたࠋ�

研ಟに参加した ��ேのࡕ࠺、「⯟✵・Ᏹᐂ」「᝟ሗ技術」「バイオ・་⒪」など、「科学

にࡘいて知㆑が῝ࡲった」と回⟅したのは �� 名、「興࿡が῝ࡲった」と回⟅したのは �� 名

で࠶ったࡲࠋた、「ⱥ語」にࡘいては ��名が「興࿡、知㆑が῝ࡲった」と回⟅したࠋこࢀら

の結ᯝから、この研ಟを㏻ࡌて科学とⱥ語へのモチ࣋ーションや知㆑が大ࡲ῝ࡃࡁったとゝ

えるࠋ⮬ศの考えがⱥ語で┦ᡭにఏࢃることへの႐ࡧをឤࡌ、物ᛧࡎࡏࡌにコ࣑ュニケーシ

ョンをᅗ࠺ࢁとするጼໃがᚎࠎにぢらࢀたことが、国㝿的な科学⪅を┠ᣦすᙼらにとって最

ࠋるࢀࢃにᛮ࠺ったよ࠶な成ᯝでࡁ大ࡶ

� � � � � �� ��

研ಟに参加して良かったか

ⱥ語への興࿡は῝ࡲったか

科学への興࿡は῝ࡲったか

科学への知㆑は῝ࡲったか

ᖐ国ᚋのアンケート結ᯝ

大ኚそ࠺ᛮ࠺ そ࠺ᛮ࠺ ないࢃりᛮࡲ࠶ ᛮࢃない (ே)
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�

��� サイエンス GO（フェイࢬϨ）�

� サイエンス GO は、学校タᐃ科┠「スーパー探究科学」にタけたＳＳコースの生徒に対し

て実施するㅮ₇、実㦂実⩦で࠶るࠋ�

①�௬ㄝ� �

௻ᴗの研究⪅のヰや実⩦を㏻して、⮬↛科学の探究の᪉ἲにࡘいて学ࡧ、「スーパー探究

科学」に取り⤌ࡴጼໃやពḧを育ࡴことがでࡁるࠋ�

②�研究᪉ἲ� �

サイエンス GO を実施し、生徒のᵝ子やឤ᝿により、「スーパー探究科学」に対するጼໃ

やពḧの高ࡲりを᳨証するࠋ�

࠙第㸯回� サイエンス GOࠚ                       �
� 日� ᫬� 平成28年7月8日（㔠）9:00～17:00�

場� 所� ⏣ᮧ⸆品工ᴗᰴᘧ会♫�

� ෆ� ᐜ ①ㅮ₇㸯� 「⸆にࡘいて」�

      � ㅮᖌ� ⏣ᮧ⸆品工ᴗᰴᘧ会♫� 㢳ၥ�

朝⏣ඞᙪ�

②⸆ⲡᅬぢ学�

③ㅮ₇㸰� 「生⸆のទしࡳ᪉」�

ㅮᖌ� 研究㛤発部� ᅛᙧ๣ㄢ� ව� ⸆ⲡᅬಀ�

ྥ஭大㍜�

մ工場ぢ学�

� 「⏣ᮧ⸆品工ᴗᰴᘧ会♫」（奈良県御所市すᑎ⏣㸳㸮）で、⸆の種類・Ṕྐཬࡧ་⸆品ᴗ⏺

に㛵するㅮ₇と、⏣ᮧ⸆ⲡᅬと生⸆に㛵するㅮ₇を⫈いたࠋ⸆ⲡᅬと製㐀ラインの工場ぢ学

をᏳ全で研ಟෆᐜがより῝ࡲるよ࠺に㸰⌜⦅ไで実施したࠋ�

③�生徒のឤ᝿� �

・ 新⸆の㛤発にかかる᫬㛫の長さとᕧ㢠の㈝用に㦫かさࢀたࠋ

・�すὒ་学が「⑕≧」を἞そ࠺とし、₎᪉は「య全య」を἞そ࠺としている㐪いがุったࠋ�

・�⸆ⲡᅬでは⸆ⲡ㸱㸵㸮種・⸆ᮌ㸯㸶㸮種が᱂ᇵさࢀているࠋ⸆のཎⅬで࠶る⸆ⲡをᛀࢀな

い⢭神と⤯⁛が༴᝹さࢀる㔠๛ᒣⴱᇛᒣの植物をᏲるとい࠺ᚰを⣲ᬕらしいとᛮったࠋ�

մ�研究᪉ἲ�

࠙第㸰回� サイエンス GOࠚ� �

� 日� ᫬� 平成28年11月4日（㔠）13:30～17:00�

場� 所� ᰴᘧ会♫タカトリ本♫・工場�

ෆ� ᐜ� ①会♫ぢ学 ᒎ♧場～新工場（1F、4F）�

②ㅮ₇㸯「ᵝࠎなศ㔝のᴗົ、⫋種に㛵ࢃること」�

� � � � � � ㅮᖌ� 新⣲ᮦ加工機ჾ事ᴗ部� 事ᴗ部長� ௒஭Ꮥ๎

③ㅮ₇㸰「௻ᴗேとしての⮬㌟を振り㏉って」�

� ㅮᖌ� ௦表取⥾ᙺ௜㢳ၥ� ᱵ本長⨾�

մㅮ₇㸱「LEDにࡘいて」�

ㅮᖌ 新⣲ᮦ⧄⥔機ჾႠᴗ部� ྜྷ⏣ᑑ�

「ᰴᘧ会♫タカトリ」�奈良県᷃ཎ市新ᇽ⏫ 313 ␒地の㸯�で工場ぢ学を実施したࠋ商品㛤

発に㛵ࢃる研究や᫬௦のኚ化、国ෆ・ᾏ外に対ᛂする௻ᴗດຊにࡘいての㸰ࡘのㅮ₇と、ල

య的な商品�LED�にࡘいてのㅮ₇が࠶ったࠋ�

յ�生徒のឤ᝿� �

・� ࣑クࣟン༢఩をクリアしないといけないと⫈ࡁ、ఱ回ヨ⾜を⧞り㏉したの࠺ࢁࡔとᛮっ

たࠋ

・� ㅮ⩏で、௙事のཎ๎「ඹ㏻の┠的」「コ࣑ュニケーション」「༠ാ」を教えていたࡔいて、

こࢀは௙事ࡔけでなࡃ、⚾たࡕのこࢀからの探究活ືにࡘながる大ษなことࡔとឤࡌたࠋ

・� 会♫は、タィするேや物を作るே、作った物を኎るேなどたࡃさࢇのேによって成り❧っ

ているとい࠺ことが༳㇟にṧったࠋ

・� おヰの中の「有ᚿ⪅事❵成」、┠ᶆをࡶってດຊすࡁࡤࢀっと成ຌするとい࠺ゝ葉がᚰに

ṧったࠋ
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�

��� 科学ㅮ₇会�

①�௬ㄝ�

大学や௻ᴗの研究⪅からのㅮ₇を⫈ࡃことにより、生徒の科学に対する興࿡・㛵ᚰが高ࡲ

り、科学的な知㆑への理解が῝ࡲるとඹに、⮬らの進㊰に対する考えを῝ࡵることがでࡁるࠋ�

②�研究ෆᐜ�

科学ㅮ₇会を実施し、生徒のᵝ子やឤ᝿・アンケートにより、科学に対する興࿡・㛵ᚰの

高ࡲり、科学的な知㆑への理解の῝ࡲりや⮬らの進㊰に対する考え᪉の῝ࡲりを᳨証するࠋ�

③�᪉ἲ�

本校では、最先端の基♏科学からᛂ用科学、さらには地ᇦに≉ᚩ的な技術にᦠࢃるㅮᖌを

ᣍ⪸し、全校生徒を対㇟として年に 1 回科学ㅮ₇会を実施することで、ᑗ来ᵝࠎなศ㔝に㛵

る┠的で、以ୗの㏻りㅮ₇会ࢀ本年度は最先端の天文学にゐࠋているࡵるேᮦの育成にດࢃ

を௻⏬・実施したࠋ�

� � 日� ᫬：平成 28 年 6 月 20 日（月）13:20～15:20�
テーマ：「ブラック࣍ールの色はఱ色㸽」�

場� 所：㟷⩧中学校・高等学校య育㤋�

� � ㅮ� ᖌ：大阪教育大学教ᤵ� ⚟Ụ� ⣧�

ᴫ� せ：ࡎࡲ、㌟㏆な天యで࠶るኴ㝧を取りୖࡆ、✵の色のኚ化やගのス࣌クトルにࡘいて

のㄝ明を㏻して、ኴ㝧の本ᙜの色がⓑ色で࠶ることが㏙࡭らࢀたࠋ⥆いて、アインシュタ

インの≉Ṧ┦対性理論における᫬㛫の㐜ࢀにࡘいて、極ຊ数ᘧを用いないㄝ明が࠶ったࠋ

た、2015ࡲ 年 9 月にアメリカ合⾗国の LIGO で᳨出さࢀた㔜ຊἼが、ブラック࣍ールが合

యする㝿のࡶので࠶ることが⤂௓さࢀたࠋḟに、本㢟で࠶るブラック࣍ールにࡘいて、本

ᙜにఱでࡶ྾い㎸ࡴのか、どのよ࠺にすࡤࢀ観測でࡁるのかにࡘいてㄝ明が࠶ったࠋ最ᚋ

に、ㅮᖌ⮬㌟が学生᫬௦を振り㏉るととࡶに、本校生へのメッセージを㏙࡭たࠋ�

մ�᳨ 証

生徒への事ᚋアンケートやឤ᝿をศᯒすると、ಶࠎの生徒の天文学や物理学への興࿡・㛵

ᚰの有↓によりពぢが஧ศさࢀているࠋた7、ࡔ ๭以ୖの生徒が「天文学への興࿡・㛵ᚰが῝

ࠋったとゝえる࠶効ᯝがࡡと⟅えており、ᴫ「たいࡳて࡭調ࡃさらにヲし」、「ったࡲ

�D��アンケートの結ᯝ（対㇟生徒：中学㸯年生～高校㸱年生、ィ 425 名） �

� �E��生徒のឤ᝿（୍部）�

・ෆᐜはすࡃࡈ㞴しかったが、ศかりやすࡃㄝ明してࡔࡃさったので、理解でࡁることࡶた
た、ᑠさい㡭ࡲࠋりしたࡃっࡧとᛮっていたのにⓑ色と⪺いてࡔኴ㝧は㉥色ࠋった࠶ࢇさࡃ
に本をたࡃさࢇㄞࢇでいたことが௒ᙺ❧っていると⪺いて、本をㄞࡴことは大ษなのࡔなと
ᛮったࠋ（中㸰女子）�
・⚾は天文や物理に大ኚ興࿡が࠶り、௒日のㅮ₇は大ኚ有ព⩏ࡔったࠋたࡔ、ಶே的にはブ
ラック࣍ールや┦対性理論にࡘいて࠺ࡶ少し῝いෆᐜのことを⫈ࡁたかったࠋ௒度機会が
（高㸱⏨子）ࠋお㢪いしたいࡃしࢁよࡤࢀ࠶
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�

��� ኟᮇ科学研ಟ�

①�௬ㄝ�

最先端の科学・技術にゐࢀることにより、科学・技術に対する興࿡・㛵ᚰが高ࡲり、⮬ら

探究する⬟ຊをࡶった生徒が育ࠋࡘ

②�研究ෆᐜ

� � ・日� � ᫬� � 平成 28 年 8 月 5 日（㔠）～8 月 6 日（ᅵ）㸺1 Ἡ 2 日㸼

� � ・⾜ ࡁ 先� � 大ᆺᨺᑕ施タ SPring-8（රᗜ県బ用㒆బ用⏫ග都 1 ୎┠ 1㸫1）
� � � � � � � � � රᗜ県❧大学すはりࡲ天文ྎ（රᗜ県బ用㒆బ用⏫すἙෆ 407㸫2）

රᗜ県❧ேと⮬↛の༤物㤋（රᗜ県୕⏣市ᘺ生がୣ 6 ୎┠）

� � ・参加生徒� � 高校 1 年 7 名、高校 2 年 25 名、中学 1 年 12 名、中学 2 年 1 名� � ィ 44 名

� � ・ᘬ� � 率� � 教ㅍ� ᒣ⏣㝯文、ᯇᕝឿ、水本♸அ、ୗ地㤶名

� � ・஺㏻ᡭẁ� � 全⾜⛬㈚ษ大ᆺ観ගバス฼用

� � ・日� � ⛬� � 8/5（㔠）本校（㞟合）→� SPring-8� →� すはりࡲ天文ྎ（ᐟἩ）

� � � � � � � � � � � � 10：00� � � � � 13：30～15：30� � � � 16：20
� � � � � � � � � 8/6（ᅵ）すはりࡲ天文ྎ� →� ேと⮬↛の༤物㤋� →� 本校（解ᩓ）

� � � � � � � � � � � � 9：00� � � � � � � � � 10：50～13：30� � � � 15：00
③�᪉ἲ

රᗜ県ෆに࠶る 3 生徒の科学・技術に対する興࿡、ࢀ研究機㛵をゼࡧの♫会教育施タཬࡘ

・㛵ᚰがどのよ࠺にኚ化したか、そこでᚓた知㆑や技⬟を⮬らの進㊰に対する考えに活かす

ことがでࡁたか、参加生徒へのアンケートや生徒のᵝ子・ឤ᝿をࡶとに᳨証したࠋ

մ�᳨ 証

参加生徒全員に対して⾜ったアンケート結ᯝを♧すࠋSPring-8 のぢ学にࡘいては、興࿡は

࠺ったよ࠶い㠃がࡃにࡁ知㆑として㌟に௜、ࡵったた࠶のの、ややෆᐜが㞴解でࡶったࡲ῝

ࠋたいと考えるࡁけていࡘࡧ結ࡶた、㹏㸶～㸯㸮の結ᯝからこの研ಟをキャリア教育にࡲࠋࡔ

高校生
䠭１䠊ኟ期科学研修に参加して良かったですか？

䠭䠎䠊S㻼㼞i㼚㼓㻙8を見学して、㟁Ꮚからのᨺᑕගを用いた
　　　᭱ඛ➃技術による研✲に⯆࿡は῝まりましたか？

䠭䠏䠊රᗜ県❧大学すはりま天文台を見学して、天体
　　　やᏱᐂに関する⯆࿡は῝まりましたか？

䠭４䠊රᗜ県❧人と自然の༤物㤋を見学して、生物や
　　　化▼・⎔ቃに関する⯆࿡は῝まりましたか？

䠭䠑䠊S㻼㼞i㼚㼓㻙8を見学して、㟁Ꮚからのᨺᑕගに関する
　　　知識は身に付きましたか？

䠭６䠊රᗜ県❧大学すはりま天文台を見学して、天体
　　　やᏱᐂに関する知識は身に付きましたか？

䠭䠓䠊රᗜ県❧人と自然の༤物㤋を見学して、生物や
　　　化▼・⎔ቃに関する知識は身に付きましたか？

䠭８䠊S㻼㼞i㼚㼓㻙8を見学して、ᑗ来の㐍㊰にྥけての参
　　　考になりましたか？

䠭９䠊රᗜ県❧大学すはりま天文台を見学して、ᑗ来
　　　の㐍㊰にྥけての参考になりましたか？

䠭１０䠊රᗜ県❧人と自然の༤物㤋を見学して、ᑗ来の
　　　　㐍㊰にྥけての参考になりましたか？

平成28年度　ኟ期科学研修アンケート

28 15 1
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䠭１䠊ኟ期科学研修に参加して良かったですか？

①良かった ②まあまあ良かった ③వり良くなかった ④良くなかった
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䠭䠎䠊SPring-8を見学して、㟁Ꮚからのᨺᑕගを用いた

᭱ඛ➃技術による研✲に⯆࿡は῝まりましたか？

䠭䠏䠊රᗜ県❧大学すはりま天文台を見学して、天体

やᏱᐂに関する⯆࿡は῝まりましたか？

䠭４䠊රᗜ県❧人と自然の༤物㤋を見学して、生物や

化▼・⎔ቃに関する⯆࿡は῝まりましたか？

①かなり῝まった ②やや῝まった ③వり῝まらなかった ④全く῝まらなかった
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䠭８䠊SPring-8を見学して、ᑗ来の㐍㊰にྥけての参

考になりましたか？

䠭９䠊රᗜ県❧大学すはりま天文台を見学して、ᑗ来

の㐍㊰にྥけての参考になりましたか？

䠭１０䠊රᗜ県❧人と自然の༤物㤋を見学して、ᑗ来

の㐍㊰にྥけての参考になりましたか？

①かなり参考になった ②やや参考になった ③వり参考にならなかった ④全く参考にならなかった
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䠭䠑䠊SPring-8を見学して、㟁Ꮚからのᨺᑕගに関する

知識は身に付きましたか？

䠭６䠊රᗜ県❧大学すはりま天文台を見学して、天体

やᏱᐂに関する知識は身に付きましたか？

䠭䠓䠊රᗜ県❧人と自然の༤物㤋を見学して、生物や

化▼・⎔ቃに関する知識は身に付きましたか？

①かなり身に付いた ②やや身に付いた ③వり身に付かなかった ④全く身に付かなかった
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�

��� サイエンススクエア�

サイエンススクエアとは、スーパーサイエンスࣁイスクールの事ᴗの୍⎔として、科学部

の生徒が全校生徒に対して大つᶍなබ㛤実㦂を実施するࡶので࠶るࠋ� �

①�௬ㄝ�

� サイエンススクエアを㏻して、全校生徒の科学に対する興࿡・㛵ᚰが高ࡲり、ពḧ的に学

⩦や≉ู活ືに取り⤌ࡴጼໃを育ࡴことがでࡁるࠋ�

②�研究ෆᐜ�

サイエンススクエアを実施し、生徒のឤ᝿や生徒のᵝ子により、科学に対する興࿡・㛵ᚰ

の高ࡲりを᳨証するࠋ

③�᪉ἲ

�D� 第㸯回サイエンススクエア�

日� ᫬� 平成 28 年 6 月 16 日（ᮌ）12:50～13:05� ᫨ఇࡳ�

テーマ� 「⢊ሻ⇿発」� � �

場� 所� 㟷⩧高校中ᗞ�

ෆ ᐜ � ㏻ᖖのᑠ㯏⢊に╔ⅆしてࡶ、ໃいよࡃ⇞えること

はないࠋしかし、密㛢した✵㛫ෆでᑠ㯏⢊をᆒ୍に

ศᩓさ࠺ࢁ、ࡏそࡃの⅖で╔ⅆすると、⇿発的に⇞

↝するࠋこのよ࠺な≧ែを科学的にㄝ明するととࡶ

に、₇๻の୍部として₇♧することで、生徒の興࿡

・㛵ᚰをより良ࡃᘬࡁ出ࡏるよ࠺に、工ኵをしたࠋ

�E� 第㸰回サイエンススクエア�

日� ᫬� 平成 28 年 11 月 2 日（水）12:50～13:05� ᫨ఇࡳ�

テーマ� 「✵気のᗏຊ」� � �

場� 所� 㟷⩧高校中ᗞ�

ෆ ᐜ � ᬑẁ、ᡃࠎの周りに࠶る✵気ࡶ、ຊの加え᪉

によってはᵝࠎなຊを発᥹するࠋたとえࡤ、✵

気をᙉࡃ送り出すことで物యをᾋかࡏることࡶ

でࡁるし、✵気をᢤࡃことで┿✵≧ែを作り出

し、大ࡁなຊを生ࡳ出すことがでࡁるࠋこのよ

♧に、ᬑẁは気にならない✵気の性質を、₇࠺

実㦂によって生徒に♧したࠋ

�F� 第㸱回サイエンススクエア�

日� ᫬� 平成 29 年 2 月 10 日（㔠）13:05～13:20� ᫨ఇࡳ�

テーマ� 「㘒ぬ」� � �

場� 所� 㟷⩧高校య育㤋�

ෆ ᐜ � ᡃࠎの⬻は、ᡃࠎの周りに࠶る᝟ሗをฎ理しているࠋ⬻はそのよ࠺なฎ理に対

し、こࡲࢀでの経㦂を活用し、より効率的な᝟ሗฎ理を⾜࠺よ࠺にでࡁているࠋ㘒

ぬとは、⬻をࡲࡔして、㛫㐪った᝟ሗฎ理を⾜ࡏࢃることで࠶るࠋこのよ࠺な㘒ぬ

のཎ理をㄝ明するととࡶに、₇♧実㦂を⾜࠺ことで、生徒に、⬻科学に対する興࿡

・㛵ᚰをᘬࡁ出したࡲࠋた、タイጜጒ校の生徒ࡶ参加したたࡵ、ⱥ語によるㄝ明を

加えたࠋ

մ�᳨ 証

� 科学部の生徒は、実㦂のィ⏬から⿦⨨の作成、実施ࡲで㠀ᖖに⇕ᚰに⢓りᙉࡃ取り⤌ࠋࡔࢇ

こࢀにより、科学部の生徒の科学に対する興࿡・㛵ᚰが養ࢀࢃるととࡶに、より῝ࡃ理解し

― 37 ―



�

よ࠺とするពḧが育っていると考えらࢀるࡲࠋた、ẖ回多ࡃの生徒ࡶぢ学にゼࢀているたࡵ、

生徒たࡕの科学的㛵ᚰを育成する୍ຓになっていると考えらࢀるࠋ実㦂のᵝ子はẖ回、奈良

新⪺に⤂௓さࢀて♫会的な཯㡪が多い⾜事として発ᒎしてࡁているࠋ校ෆで⾜った実㦂は、

校外での出๓実㦂でࡶᢨ㟢し、ᑠ学生や地ᇦの᪉ࠎに、科学の୙ᛮ議と㠃ⓑさをఏえること

がでࡁたࠋ

��� 㟷⩧サイエンスクエスト�

サイエンスクエストとは、スーパーサイエンスࣁイスクールの事ᴗの୍⎔として、科学部

の生徒がᑠ学生に対して、クイࢬᙧᘧで種ࠎの科学実㦂をᢨ㟢する場で࠶るࠋ�

① ௬ㄝ�

サイエンススクエアを㏻して、科学部部員の科学に対する興࿡・㛵ᚰが高ࡲるととࡶに、

実㦂ෆᐜを㐺ษに表⌧でࡁる表⌧ຊや、コ࣑ュニケーションຊを育ࡴことがでࡁるࠋ�

② 研究ෆᐜ�

実施日� ：平成 28 年 6 月 11 日（ᅵ）�

実施会場：奈良県❧㟷⩧中学校・高等学校�

参加⪅� ：ᑠ学生�

本校生徒においては、ㄢ㢟作成᫬における実㦂などの‽ഛや᧯作の㐣⛬で科学に対する興

࿡・㛵ᚰを高ࡵる活ືをおこなࡲࠋ࠺た、᱌ෆಀとして参加⪅をᘬ率し解ㄝする㐣⛬では、

科学的リテラシーとそࢀをఏえるのにᚲせなコ࣑ュニケーション⬟ຊの育成をおこなࠋ࠺さ

らに、参加⪅は実㦂や観ᐹのᴦしさをయ㦂し、科学への興࿡・㛵ᚰのⱆを育ࡴことがでࡁるࠋ�

③ ᪉ἲ�

� 物理・化学・生物・地学・数学の 5 ศ㔝に㛵連した実㦂や観ᐹ、理論に基࡙いたㄢ㢟を科

学部部員が作成し、参加⪅はこのㄢ㢟に対してࢢルーࣉで༠ാして取り⤌ࠋࡔࢇㄢ㢟ẖにᚓ

らࢀたᚓⅬの合ィⅬによって㡰఩をỴᐃし、ୖ఩チー࣒を表ᙲしたࠋなお、ㄢ㢟作成᫬にお

ける実㦂などの‽ഛや᧯作は本校科学部の生徒が⾜い、௬ㄝの᳨証は、参加⪅に対して実施

したアンケートや本校生徒の取り⤌ࡴᵝ子をࡶとにして⾜ったࠋ�

մ ᳨証�
࠙参加ඣ❺によるឤ᝿（ᢤ⢋）ࠚ�

・�やさしࡃ対ᛂしてࢀࡃたࠋおࡶしࡃࢁて科学に興࿡をᣢったࠋ�
・�いࢇࢁな実㦂がでࡁてᴦしかったࡲࠋたࡁた

いࠋ�
のないୡ⏺はぢたことがないので考えࡘさࡲ�・

るのがᴦしかったࠋ�
・�算数と理科が๓よりࡶࡶっとዲࡁになって、㟷

⩧に⾜ったらこࢇなᴦしい実㦂がでࡁるのか
とᛮったࠋ�

・�ಀのேがすࡃࡈᴦしࡆでఱか⪺ࡃとしっかり
ㄝ明してࢀࡃたࠋ௒日はすࡃࡈᴦしかったࠋ�

・�理科はこࢇなにすࡈいࡶのなのࡔとᛮったࠋ�
・�とてࡶよい理科のຮᙉになったࠋトン࣎ࢢライ

しかࢀ࠺てࢀらࡵ࡯ーで中学生や高校生にࢲ
ったࠋ�
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�

� ＳＳＨ委員会は、ＳＳＨ事ᴗを᥎進するたࡵの生徒による⤌⧊で࠶るࠋ全ての生徒ＳＳＨ

事ᴗをᒎ㛤するたࡵ全クラスの௦表によって構成さࢀるࠋᵝࠎなＳＳＨ事ᴗを᥎進するたࡵ

に、生徒௦表として活ືを⾜ったࠋ�

��� ௬ㄝ�

� ＳＳＨ委員会活ືによって全校生徒がＳＳＨ事ᴗを㌟㏆にឤࡌ、୺య性をᇵ࠺ことがでࡁ

るࡲࠋた、「サイエンスクエスト」における科学的なၥ㢟の作成やタイጜጒ校ࡶ参加する「Ｓ

Ｓ探究科学研究発表会」におけるྖ会やそのཎ✏の作成などの活ືを㏻して、科学技術系ࢢ

ࣟーバルேᮦとなるたࡵにᚲせな、᝟ሗ཰㞟ຊやⱥ語表⌧ຊなどのリテラシーや、༠ാする

ຊ、コ࣑ュニケーション⬟ຊなどのコンピテンシーを養࠺ことがでࡁるࠋ�

��� 研究᪉ἲ�

� ＳＳＨ委員会活ືに参加した生徒のアンケートやឤ᝿、取⤌のᵝ子から௬ㄝを᳨証するࠋ�

��� 活ືᴫせ�

・第㸯回ＳＳＨ委員会� � �いてࡘ委員会活ືにۑ、委員長、๪委員長のỴᐃۑ

� �・第㸰回ＳＳＨ委員会 � �いて（ᴫせㄝ明、ᙺ๭ศᢸ）ࡘサイエンスクエストにۑ

� �・第㸱回ＳＳＨ委員会 � �いて（ၥ㢟᳨ウ）ࡘサイエンスクエストにۑ

� �・第㸲回ＳＳＨ委員会 � �（ーサルࣁリ）いてࡘサイエンスクエストにۑ

� �・第㸳回ＳＳＨ委員会 � �いて（ᴫせㄝ明、ᙺ๭ศᢸ）ࡘーションにࢿィンターイル࣑࢘ۑ

� �・第㸴回ＳＳＨ委員会 � �（作成ࢻスライ）いてࡘーションにࢿィンターイル࣑࢘ۑ

� �・㸯㸯月㸯㸯～㸰㸯日� � �（ーション作成ࢿイル࣑）いてࡘーションにࢿィンターイル࣑࢘ۑ

� �・第㸵回ＳＳＨ委員会 � �（ーサルࣁリ）いてࡘーションにࢿィンターイル࣑࢘ۑ

� �・第㸶回ＳＳＨ委員会 � �いて第㸯回（ᙺ๭ศᢸ）ࡘＳＳ探究科学研究発表会にۑ

� �・第㸷回ＳＳＨ委員会 � �いて第㸰回（ྖ会ཎ✏作成）ࡘＳＳ探究科学研究発表会にۑ

� �・第㸯㸮回ＳＳＨ委員会 （作ᴗࡌせ᪨㞟と）いて第㸱回ࡘＳＳ探究科学研究発表会にۑ

� �・第㸯㸯回ＳＳＨ委員会 ＳＳＨ委員会活ື最⤊アンケートۑ

��� 活ືሗ࿌�

� ・「㟷⩧サイエンスクエスト」（6 月 11 日）において参加⪅のㄏᑟや᱌ෆ、ၥ㢟の作成や

出㢟などの㐠ႠをＳＳＨ委員が⾜ったࠋ

� ・࢘ィンターイル࣑ࢿーションⅬⅉᘧ（11 月 22 日）では、ᡭ作りのイル࣑ࢿーション

（ツリーや星、ࣁート、࣌ンࢠン、㞷ࡔるࡲ等）の作製を⾜い、ᒇୖから 1 㝵にかけて㣭り

௜けたࡲࠋた、ྠ᫬に南極に⾜ࡃ教員のኊ⾜会ࡶ⾜ったࠋ

� ・「ＳＳ探究科学研究発表会」（2 月 11 日）において、᱌ෆㄏᑟから日本語とⱥ語を౑用し

たྖ会進⾜や会場ᩚഛなどᵝࠎなᙺ๭をＳＳＨ委員が⾜ったࠋ

��� 生徒のアンケートを受けて�

⣙ � ๭の生徒が「ＳＳＨ委員会の活ື（サイエンスクエスト、࢘ィンターイル࣑ࢿーショ

ン、ＳＳ探究科学研究発表会等）に✚極的に参加した」と⟅え、「ＳＳＨ委員会で⾜࠺௻⏬

・㐠Ⴀ活ືを㏻して、コ࣑ュニケーション⬟ຊが高ࡲった」と⟅えた生徒は⣙ 9 ๭で࠶ったࠋ

「ⱥ語でのྖ会は⥭張したが良い経㦂になり、⢭神的にࡶᙉࡃなった」、「先㍮と୍⥴に作

ᴗや㐠Ⴀがでࡁて、いࢁいࢁと教ࢃりຮᙉになった」などの⫯ᐃ的なពぢの௚に、「ࡶっと

いࢁいࢁな機会を作り、ＳＳＨ委員会の活ືとして㛵ࢃりたい」などの✚極的なពぢ࠶ࡶっ

たࠋ
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�

��� 㟷⩧アラカルト࣡ークショッࣉ�

① ௬ㄝ�

中学 1・2・3 年、高校 1・2 年のᕼᮃ生徒（たࡔし、高校㸯年の生徒はᚲࡎ年㛫㸯ㅮᗙ以ୖ、

高校㸰年の生徒はでࡁるࡔけ年㛫㸯ㅮᗙ以ୖ受ㅮすることとする）を対㇟とし、探究活ືや

ᑗ来の進㊰選ᢥの୍ຓとするࠋ�技⬟（⪺ࡃ・ヰす�ⱥ語等�・ㄞࡴ・᭩ࡃ）をバランスよྥࡃ

ୖさࣟࢢ、ࡏーバル♫会で活㌍するたࡵにᚲせな㈨質・⬟ຊを養ࠋ࠺� �

② 研究ෆᐜ��

ＳＳＨ第㸰ᮇのᰕの㸯ࡘで࠶る「㟷⩧エクス࣌リエンス・ラーニンࢢࣟࣉ・ࢢラ࣒」の事

ᴗの୍⎔として、య㦂を㔜どしたᑓ㛛的ࡲたは教科ᶓ᩿的なෆᐜのㅮᗙ（࣡ークショッࣉ）

を㛤タするࠋ各ㅮᗙとࡶ生徒が⮬ศの興࿡・㛵ᚰにᛂࡌて୺య的に選ᢥでࡁるࠋ�

③ ᪉ἲ�

各教員が㊃ྥをจらしたㅮᗙ、ᑓ㛛的なෆᐜ・教科ᶓ᩿的なෆᐜでయ㦂的活ື（実㦂・実

⩦・工作・発表・ពぢ஺᥮等）をྵࡶࡴので、ෆᐜや⏦㎸ே数等は以ୗの㏻りで࠶るࠋ�

մ ᳨証�

本年度ึࡵての࣡ークショッࣉで࠶ったが、各ㅮᗙで教員ࡶ生徒ࡶとࡶに⇕ᚰに取り⤌ࡵ

たࠋ本ㅮᗙにおける生徒アンケートでࡶ、「興࿡をࡶってពḧ的に参加でࡁた」61㸣、「学

௒ᚋはࠋった࠶ᐃのホ౯が୍ࡶり、生徒から࠶った」52㸣でࡲศ㔝への興࿡・㛵ᚰが高ࡔࢇ

ㅮᗙの生徒への⤂௓の௙᪉や実施さࢀるㅮᗙの᫬ᮇ・ෆᐜ等にࡘいてさらにᨵၿしていࡁた

いࠋ��

講座名 内　　容
実施

時間数
申込人数

人前で発表する（「少年の主張」
の出場を目指そう）

　①作文（評論文）を書く。②人前で発表する。③発表を聞き、評価する。④内容を再考する。⑤奈良県「少年の主張」に原稿を送る。 ８時間 8名

数学を楽しもう 　高校の教科書では扱わない数学の問題に触れて、考えることを楽しみましょう。数学オリンピック参加者は必須。 ８時間 25名

Ｃ言語入門 　C言語でのプログラミングの基礎を学びます。 ６時間 21名

科学おもちゃの製作 　科学おもちゃを設計し、製作する。 ６時間 28名

大学への生物Ⅰ　～輪読（ゼミ）
を体験しよう～

　大学1，2年レベルの生物の本を読み、まとめて、発表します。まとめて、発表する力をつけるとともに、大学レベルの生物学の知識をつけ
ます。生物学オリンピックは50点以上とれれば上位１０％、60点以上とれば本選出場になります。本講座によって高校2年生での本選出場
を目指します。キャンベル生物学を発表担当の週は貸し出します。参考書を2冊購入します。

９時間 13名

香美師範の「実践護身術」教室
　何が起こるかわからない物騒な世の中になりました。自分と自分の大切な人を守れるような「技と心」を身に付けたいとは思いませんか？
「日本古来の武術の技」と「現代心理学」を応用した実践的な護身術を、楽しい実技を交えながら伝授します。

６時間 25名

人前で発表する（弁論大会に出
場しよう）

　①作文（評論文）を書く。②人前で発表する。③発表を聞き、評価する。④内容を再考する。⑤奈良県高等学校総合文化祭の弁論大会に
出場する。

８時間 4名

裁判所へ行こう
　裁判員制度が導入されたことにより、裁判が身近になった。知的財産の問題なども含め、コンプライアンツが重要な時代である。そのこと
を学ぼう。

８時間 15名

知恵の輪の数理（知恵の輪を
作ってみよう）

　大学で学ぶ数学分野の一つに、位相幾何学（トポロジー）がある。トポロジーを利用することにより、知恵の輪が解けるかわかる。実際に
知恵の輪をつくってみます。

６時間 18名

統計とデータ活用の基礎
　統計は身の回りの色々な現象をデータで解明してくれる科学の道具です。「科学の道具箱」を使って色々な科学の場面を統計で体験して
みましょう。

６時間 15名

里山学I　～青翔の森をつくる～ 　二上山の里山を舞台に、植生やそこに暮らす野生生物について学ぶ。また、里山保全に実際に取り組むことで、「青翔の森」をつくる。 ６時間 10名

SSH英語新聞 "Seisho Times"
を作成しよう①

　各学期の青翔高校・中学のハイライト（SSH関係イベントを中心に）を英語新聞 "Seisho Times"を作成し、WEB上で公開して青翔を世界に
発信しよう。

８時間 11名

青翔中学・高校のホームページ
英語版を作成しよう！

　青翔高校・中学は、タイ姉妹校との交流や海外研修をはじめ、海外とのつながりをどんどん広げています。そこで生徒諸君の力で青翔の
ホームページ英語版を作成して"SEISHO"を世界に発信しましょう。

16時間 20名

ドル・コスト平均は本当に有効か
　銀行等で、投資信託等の金融商品販売のパンフレットがよく置かれている。ドル・コスト方式（平均化法）が有効な投資法とよく書かれて
いるが本当か？日々変化する実際のデータをもとに計算して分析していこう。

８時間 18名

数学を体験、数学で挑む
　数学は論理的思考力を身に付けられる科目です。あなたの論理的思考力で数学のあらゆる問題に挑戦しましょう！教科書で扱うような
問題とはまた違った種類の問題を、パズルのような感覚で考えていきましょう。数学の新しい一面が見えてくると思います。

６時間 26名

ロボットを作ろう。動かそう。 　４足歩行のロボットを製作し、動作プログラミングをマイクロソフトのヴィジュアルベーシックを使って行います。 12時間 6名

プレゼンテーションにおける非言
語コミュニケーションの重要性と
実践

　論文発表などは内容が重要なのは当然ですが、人に伝えるには発表方法も大切です。非言語コミュニケーションとはアイコンタクト・ジェス
チャー・表情・話のテンポなどです。営業職のプレゼンテーション・商談の中でも用いられているこれらを身につけて、みなさんのプレゼン
テーションをより良いものにしていきましょう。

６時間 10名

大学への生物Ⅱ　～輪読（ゼミ）
を体験しよう～

　大学1，2年レベルの生物の本を読み、まとめて、発表します。まとめて、発表する力をつけるとともに、大学レベルの生物学の知識をつけ
ます。生物学オリンピックは50点以上とれれば上位１０％、60点以上とれば本選出場になります。本講座によって高校2年生での本選出場
を目指します。キャンベル生物学を発表担当の週は貸し出します。参考書を2冊購入します（1700円程度・大学への生物Ⅰと共通）。

９時間 10名

天体観測入門 　小型望遠鏡の仕組みを学習した後、望遠鏡を使って自分で月や惑星を観察してみましょう。また、月の写真撮影にもチャレンジします。 ６時間 51名

走力・跳躍力アップ講座 　速く走るためのポイントやコツを学ぶ。応用編としてハードル・跳躍にもチャレンジする。 ６時間 20名

SSH英語新聞 "Seisho Times"
を作成しよう②

　各学期の青翔高校・中学のハイライト（SSH関係イベントを中心に）を英語新聞 "Seisho Times"を作成し、WEB上で公開して青翔を世界に
発信しよう。

８時間 10名

ディベートを楽しむ
　ディベートとはある一つのテーマをめぐり、「肯定側」と「否定側」といった相対するグループに分かれ、一定のルールに従って討論を行うも
のである。一種の「知的ゲーム」といえる。

８時間 26名

里山学Ⅱ　～青翔の森をつくる～ 　二上山の里山を舞台に、植生やそこに暮らす野生生物について学ぶ。また、里山保全に実際に取り組むことで、「青翔の森」をつくる。 ６時間 12名
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�

��� ＳＣ㹃サマーキャンࣉ� �

①�௬ㄝ�

㸰日㛫、ཎ๎としてⱥ語のࡳを౑用し、ಶேࡲたはࢢルーࣉでㄢ㢟や作ᴗに取り⤌ࡴこと

でⱥ語の㸲技⬟「ㄞࡴ・᭩ࡃ⪺・ࡃ・ヰす」を高ࡵることがでࡁるࠋ⮬ศのពぢを効ᯝ的に

┦ᡭにఏえる工ኵをᚰがけることで、国㝿♫会に生ࡁる㈨質の基♏ẁ㝵を養࠺ことがでࡁるࠋ�

②�研究ෆᐜ�

ᐟἩをక࠺合ᐟで、ⱥ語でコ࣑ュニケーションをとりながら、最⤊日のࣉレࢮンテーショ

ンにྥけてᚲせな技⬟を、ᵝࠎなアクティࣅティーを㏻ࡌて㌟にࡘけていࠋࡃⱥ語ₕけの⎔

ቃに㌟を⨨ࡃことでⱥ語への᢬抗ឤをなࡃし、ⱥ語を௓したコ࣑ュニケーション⬟ຊのྥୖ

をᅗるࠋ�

③�᪉ἲ�

�D� 生徒㸲名、ⱥ語科教員㸯名、㸿㹊Ｔ㸯名のࢢルーࣉで、ⱥ語を௓しながらおよそ 10 ಶの

ㄢ㢟に取り⤌ࠋࡴ�

�E� ẖ回のㄢ㢟に取り⤌ࡔࢇᚋ、スモールࣉレࢮンテーションを⾜ࠋ࠺�

�F� そのᚋ、௚の生徒、ⱥ語科教員ࡲたは㸿㹊Ｔからフィーࢻバックを受け、ḟ回へのᨵၿに

ᙺ❧てていࠋࡃ�

�G� 最⤊日に、そࡲࢀでに学ࡔࢇ知㆑やテクニックを㥑౑し、パ࣡ー࣏イントを用いて最⤊ࣉ

レࢮンテーションを⾜ࠋ࠺�

�H� 全ての⾜⛬の最ᚋに生徒アンケートを⾜い、合ᐟを㏻ࡌてどのよ࠺なຊがࡘいたと実ឤで

�ࠋるかを☜ㄆするࡁ

մ�᳨ 証�

合ᐟ中、生徒が進ࢇでㄢ㢟に取り⤌ࡴጼがᖖにぢらࢀたࠋ最ึは㸿㹊Ｔの先生᪉にヰしか

けらࢀてࡶ⥭張してୖᡭࡃ対ᛂでࡁなかった生徒ࡶ、୍⥴に活ືをする中でᡴࡕ解け、✚極

的に質ၥするよ࠺になったࠋఱ度ࣉࡶレࢮンテーションとフィーࢻバックを⧞り㏉し、合ᐟ

ᚋ半では⮬ಙをᣢってே๓でヰがでࡁるよ࠺になっていったよ࠺にᛮえるࠋ�

合ᐟᚋのアンケートでは、半数の生徒が「ⱥ語でのコ࣑ュニケーションຊ」「ⱥ語でヰす

ຊ」がྥୖしたと回⟅したࠋḟいで多かったのが「リスニンࢢຊ」で࠶ったࠋこのことから、

合ᐟを㏻ࡌてコ࣑ュニケーションの基♏となる「ヰす、⪺ࡃ」ຊがྥୖしたと考えらࢀるࠋ

┦、など「ఏえるຊࡃゝいたいことをୖᡭ」「ンテーションຊࢮレࣉ」るが࠶た少数ではࡲ

ᡭに⮬ศの考えを理解してࡶら࠺たࡵのスキルの⩦ᚓをᣲࡆる生徒ࡶいたࠋコ࣑ュニケーシ

ョンを෇⁥に進ࡵるたࡵのຊࡶ㔊成さࢀたとゝえる୍ࠋ᪉で、「ⱥ語をࡲ࠶りヰさなかった」

とい࠺数名の回⟅が࠶ったࠋ཭㐩ྠኈではど࠺してࡶ日本語でヰをしてし࠺ࡲなど、ⱥ語ₕ

けの⎔ቃ࡙ࡃりへのၥ㢟Ⅼࡶぢらࢀたࠋ௒ᚋの⥅⥆ㄢ㢟としたいࠋ�

�

生徒アンケートの結ᯝ�

�

�
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�

��� ⮬↛観ᐹ会�

① ௬ㄝ�

⌧地で⮬↛を観ᐹしながらㅮᖌのヰを⫈いたり、実㝿に化▼を᥇取したりするయ㦂を㏻し

て知㆑と技⬟を☜実に⩦ᚓし、事ᚋ学⩦により⮬୺的に調࡭、῝化・⥲合化するຊをᇵ࠺こ

とがでࡁるࠋ事ᚋ学⩦では᥇取した化▼に㛵しての᝟ሗ཰㞟ຊや᝟ሗศᯒຊなどのリテラシ

ーが養ࢀࢃ、学年をࡲたいࡔ⌜⦅ไにすることによりコ࣑ュニケーション⬟ຊや༠ാするຊ

などのコンピテンシーを養࠺ことがでࡁるࠋ

② 研究᪉ἲ� �

本校の地学や生物ᢸᙜ教員がㅮᖌとなり、教科・科┠に⦡らࢀないᙧの⮬↛学⩦をయ㦂さ

、学⩦をし࡭実施ᚋは᥇取した㈅化▼や植物の෗┿を参考にして調ࠋる࠶らいでࡡることがࡏ

奈良県の地ྐや植物の生ែ・ศ類にࡘいて学ࡲࠋࡪた、⌜⾜ືにより先㍮からᚋ㍮へ知㆑や

技⬟をఏえる経㦂を㏻してコ࣑ュニケーション⬟ຊを高ࡵるࠋ本年度は中学㸯年生から高校

2 年生ࡲでが参加したたࡵ、中学生にはศかりやすࡃ、高校生はその⬟ຊを高ࡵてᣢ⥆的な

興࿡・㛵ᚰを育ࡴよ࠺なㄝ明のᒎ㛤を考えたࠋ参加した生徒のアンケートやឤ᝿、取⤌のᵝ

子から௬ㄝを᳨証するࠋ

③ 実施ෆᐜ：テーマ「㈅化▼の᥇㞟ཬࡧ生物観ᐹ」�

�D�実施日� � 平成 28 年 4 月 30 日（ᅵ）� 8：30～16：30�
�E�実施場所� ㈅ࣨ平ᒣ（奈良市都♮ྤᒣ⏫）�

�F�ㅮᖌ� � � ᒣ⏣㝯文（地学）・生⏣౫子（生物）・Ṋෆ⳯✑子（生物）・水本♸அ（生物）�

�G�参加生徒 中学 1 年生� ⏨子 9 名、 女子 4 名、 ィ 13 名�

中学 2 年生� ⏨子 1 名、 女子 4 名、 ィ 5 名

中学 3 年生� ⏨子 2 名、 女子 1 名、 ィ 3 名

高校 1 年生� ⏨子 14 名、女子 3 名、 ィ 17 名�

高校 2 年生� ⏨子 3 名、 女子 0 名、     ィ 3 名� � � � 合ィ 41 名�

�H�ෆᐜ      ⾜⛬ 8：30� 本校⋞㛵๓㞟合� � � � ㈚しษりバスに஌㌴�

� � � � � 10：30� ྤᒣバス೵฿╔� � � � � 観ᐹ㛤ጞ�

� � � � � 12：30� ㈅ࣨ平ᒣ入ᒣཱྀᗈ場฿╔� ᫨㣗�

� � � � � 13：00� ㈅ࣨ平ᒣ入ᒣཱྀᗈ場出発� 観ᐹ෌㛤�

� � � � � 16：30� ᷃ཎ神ᐑ๓およࡧ本校⋞㛵๓で㝶᫬解ᩓ�

ྤᒣバス೵でバスを㝆り、㈅ࣨ平ᒣ入ᒣཱྀᗈ場にྥか࠺㐨中、奈良県ᣦᐃの天↛グᛕ物で

・らの地ᒙࢀる㊰㢌で奈良県の地ྐやこࢀるᕥᕳカࣖやⓑ▼⣼ᒙ、ᐊ生溶結จ⅊ᒾのぢら࠶

ᒾ▼の成り❧ࡕにࡘいてㄝ明をしたࠋ᫨㣗をとったᚋ、Ⓩᒣ㐨に入りᑿ᰿のᩳ㠃にてイࢬラ

シラトリ࢞イやツキ࢞イモࢻキ等の化▼を᥇㞟してୗᒣしたࠋ�

�

մ 参加生徒アンケート・ឤ᝿� �

⮬発的なື機をࡶって参加する生徒が 8 ๭

を༨ࡵたࠋ参加生徒の⣙ 8 ๭は「知㆑が㌟に

௜いた」などのఱらかの㐩成ឤをᚓて‶㊊し

ていたࡲࠋた、⌜⦅成の工ኵにより、「ୖୗの

た」とのࡁながりや科学的なពぢ஺᥮がでࡘ

⫯ᐃ的な回⟅が多かったࠋ「௚のことにࡘい

てࡶ、ࡶっと知りたい、経㦂したい」とい࠺

知㆑ḧがఛえたࠋ�

�

�
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�

��� 星✵観ᮃ会�

① ௬ㄝ�

� � � 星✵にぶしࡴ機会をቑやすことにより、⮬↛への興࿡・㛵ᚰと科学的ᛮ考ຊを高ࡵ、⮬ら� �

探究するຊを㌟にࡘける生徒が育ࠋࡘ�

② 研究ෆᐜ�

� � � 本⾜事では、参加ᕼᮃ生徒数のኚ化を調査することは໚論のこと、ಶࠎの生徒の興࿡・㛵

ᚰの質的高ࡲりにࡘいて、参加生徒を対㇟としたアンケートにより᳨証するࠋ�

③ ᪉ἲ�

� � � ేタ中学校をྵࡴ全学年のᕼᮃ⪅を対㇟として、௒年度は年 2 回、平日のኪ㛫に星✵観ᮃ

会を実施したࠋ実施᫬ᮇや回数にࡘいては、ヰ㢟性の࠶る天యや惑星の観測のዲ機、月㱋な

どの天文᮲件と学校⾜事との᧿り合ࡏࢃによりỴࡵたࠋෆᐜとしては、いࢀࡎの回ࡎࡲ、ࡶ

教ᐊでコンピュータࢯフトを用いてᙜ日の星✵の解ㄝをした࠶と、ᒇୖࡲたは中ᗞに出て本

校のཱྀ径 20cm のシュ࣑ットカセࢢレンᘧᮃ㐲㙾で月・惑星や星㞼・星ᅋの観ᮃを⾜ったࠋ�

մ 実施ᴫせ�

� � 㸺第㸯回㸼・日� � ᫬� � 平成 28 年 05 月 10 日（ⅆ）18：30～20：30� � 天気：㞵

� � � � � � � ・ෆ� � ᐜ� � ᫓の星ᗙの観ᐹ、天యᮃ㐲㙾による月やᮌ星などの観測�

� � � � � � � ・参 加 ⪅� � 中学校・高等学校全学年ᕼᮃ生徒� 75 名�

� � � � � � � ・ᣦ� � ᑟ 本校教ㅍ� ᒣ⏣㝯文 、ᯇᒣྜྷ秀 、௒஭ၨ文

㸺第㸰回㸼・日� � ᫬� � 平成 28 年 09 月 23 日（㔠）18：00～20：00� � 天気：᭎り

・ෆ� � ᐜ� � ኟの星ᗙの観ᐹ、天యᮃ㐲㙾によるⅆ星やᅵ星などの観測�

� � � � � � � ・参 加 ⪅� � 中学校・高等学校全学年ᕼᮃ生徒� 39 名�

� � � � � � � ・ᣦ� � ᑟ 本校教ㅍ� ᒣ⏣㝯文 、ᯇᒣྜྷ秀 、௒஭ၨ文�

յ ᳨証�

� � � ௒年度の参加⪅数は、ᘏ࡭ 114 名と㐣ཤ最高になり、生徒の⮬↛科学に対する興࿡・㛵ᚰ

の高ࡲりが実ឤでࡁたࠋ本事ᴗのၥ㢟Ⅼは、やはり天ೃで࠶るࠋ௒年度は、ᝏ天ೃにഛえて

」数のೃ⿵日の中から実施日をタᐃしたが、いࢀࡎの日ࡶ㞵天・᭎天となり、生徒の‶㊊度

はపୗしたࠋ௚の学校⾜事とのවࡡ合いで、こࢀ以ୖの実施日タᐃは㞴しいたࡵ、ᬕ天率の

高い᫬ᮇでの実施を᳨ウしたいࡲࠋた、⧞り㏉し参加している生徒からは、ヰのෆᐜがẖ年

ࠋリからの⬺༷をᅗりたいࢿるとのᣦ᦬を受けており、来年度はマン࠶でࡌྠ

（第 1 回 75 名、第 2 回 39 名）�
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�

��� 各種オリンピック・学会発表等�

①�科学オリンピックなどへの参加�

・物理チャレンジ� 参加生徒：高校生 �名� 中学生 ��名�

・地学オリンピック� 参加生徒：高校生 �名� 中学生 �� 名�

・生物学オリンピック� 参加生徒：高校生 �� 名� 中学生 �名�

・数学オリンピック� 参加生徒：高校生 �名� �

②�平成 �� 年度の学会発表�

・日本地球惑星科学連合 ���� 年大会高校生セッション�

� 実施日：���� 年 � 月 �� 日� 実施場所：千葉県幕張メッセ� 参加生徒：高校生 �名�

��発表件数：�本�

・第 �回マス・フェスタ～全国数学生徒研究発表会～�

� 実施日：���� 年 � 月 �� 日� 実施場所：京都大学� 参加生徒：高校生 �名�

� 「知恵の輪が解けないことの証明」� �

・日本菌学会�

� 実施日：���� 年 � 月 �� 日� 実施場所：京都大学� 参加生徒：高校生 �名�

��「カキ炭疽病菌やイチゴ炭疽病菌に対する抗菌性物質の探索」�

・平成 ��年度ＳＳＨ生徒研究発表会（文部科学省・科学技術振興機構）�

� 実施日：���� 年 � 月 �� 日～�� 日� 実施場所：神戸市� 参加生徒：高校生 �名�

� 「有孔虫を用いたツバル救出における物理的効率性」� �

・7KDLODQG�-DSDQ�6WXGHQW�ＩＣＴ�)DLU������

��実施日：���� 年 �� 月 �� 日� 実施場所：タイ王国チョンブリ� 参加生徒：高校生 �名�

��「送りバントの有効性」�

・奈良ＳＳＨフェスティバル�

� 実施日：���� 年 � 月 �� 日� 実施場所：奈良先端科学技術大学院大学� 参加生徒：高校生 � 名�

「植物の成長を促進する新奇化合物の探索」「2 種類の溶質の混合水溶液から結晶を作る！」�

・日本農芸化学会 ���� ジュニア農芸化学会 �����

実施日：���� 年 �月 �� 日� 実施場所：京都女子大学� 参加生徒：高校生 �名�

「気孔が語り出す、御所柿のおいしさの秘密」�

・���� 年度� 第 �� 回日本物理学会 -U�セッション� �

実施日：���� 年 �月 �� 日� 実施場所：大阪大学� 参加生徒：高校生 ��名� �

・第 �� 回日本天文学会ジュニアセッション�

実施日：���� 年 �月 �� 日� 実施場所：九州大学伊都キャンパス� 参加生徒：高校生 ��名�

� 発表件数：�本�

③�論文コンテスト受賞作品�

� � � �・第 ��回日本学生科学賞中央審査� �入選 �等「日本のモモのルーツに迫るⅢ」�

� � � �・第 ��回日本学生科学賞奈良県審査�

� � � � �最優秀賞知事賞「日本の桃は朝鮮半島経由でやって来た！」�

� � � � �最優秀賞県教育委員会賞「有孔虫を用いた養浜の製作によるツバル救出とその効率性」�

� � � � �最優秀賞商工会議所連合会長賞「多色トランジット観測による系外惑星の半径算出」�

� � � � �優秀賞 �本� 佳作 �本�

� � �� ・南極北極コンテスト�

���������優秀賞「南極と北極のコケと凍化植物からタンパク質以外の氷結阻害物質を取り出す」�

� � � �� � � � 「昭和基地とその周辺の大気中の微生物調査」� �

� � �� ・サイエンスキャッスル �����

� � � �� 研究奨励賞「日本の文化復活�"」「少子化対策を考える」� � � � �
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� � � � � �

本校の研究開発課㢟は、「科学のアトリエ�－奈良からୡ⏺へ翔る科学ᢏ⾡グローバルேᮦ

育成プログラム」の研究開発である。この研究開発課㢟を㐙行するために、「青翔スパイラ

ルアップ・プログラム（ＳＳ㹓㹎）」、「青翔グローバル・コミュニケーション・プログラム

（Ｓ㹅㹁㹎）」及び「青翔エクス࣌リエンス・ラーニング・プログラム（Ｓ㹃㹊㹎）」の㸱つ

のプログラムを体⣔的に結びつけた取組を᥎進する。以ୗに、各プログラムとᤵᴗ・行事と

のල体的な関ಀやそれらのホ౯の方法について㏙べる。�

��� 青翔スパイラルアップ・プログラム（ＳＳ㹓㹎）�

本プログラムは、自ら探究するຊ、ఏえྜうຊの育成をめࡊす体⣔的な体㦂㔜どᆺ探究プ

ログラムである。ල体的には「スーパー探究科学」のᤵᴗにおいて、探究の方法を⩦ᚓした

ୖで、௬ㄝを立てて実㦂・ほᐹを計画し、実㊶し、ホ౯し、改善するといった㹎㹂㹁Ａサイ

クルを㔜どした体⣔的な学⩦により、自ら探究するຊ、ఏえྜうຊを育成することを目的と

している。また、スパイラルアップとは、「スーパー探究科学」での探究ࣞベルが、これら

以外の学校設定科目、理数科のᑓ㛛教科や普㏻教科での学⩦をᰕとしてらࡏん的な高まりを

ぢࡏることを意味している。また、実施において中高のカリ࢟ュラム᥋続の研究も行う。�

ホ౯方法としては、「スーパー探究科学」の展開内容が㐺ṇであるかの᳨ド、大学や௻ᴗ

との㐃ᦠをᐦに行えているかの᳨ド、「スーパーサイエンス英語」等の他の教科・科目と᭷

ᶵ的に㐃ᦠができているかの᳨ド等がᣲげられる。また、今年度は本校独自作成テ࢟スト『ス

ーパー探究科学参考資料≪基礎・基本編≫』の改訂と、『スーパー探究科学参考資料≪研究・

発展編≫」のさらなる活⏝と他校への普及を行う。�

��� 青翔グローバル・コミュニケーション・プログラム（Ｓ㹅㹁㹎）�

� 本プログラムは、ＳＳＨ第㸯期の学校設定科目「スーパーコミュニケーション英語Ϩ・ϩ」

を発展・深化さࡏ、新たな学校設定科目「スーパーサイエンス英語」及び「グローバルコミ

ュニケーション」として開設し、科学ᢏ⾡を㢟ᮦとした英語活⏝⬟ຊのᙉ化に関する研究及

び実㊶、中学校「英会ヰ」との᥋続の研究を行う。また、海外研修・タイの姉妹校との交流

や共同研究等を㏻して、表⌧ຊ㇏かな英語を⏝いてṇ確に᝟ሗや自分の考えをఏえྜうຊを

㣴う。�

ホ౯方法としては、展開内容や教ᮦ開発についての᳨ド、外国ே講ᖌとの㐃ᦠの᳨ド、「ス�

ーパー探究科学」や᪤Ꮡの「コミュニケーション英語」との体⣔的な㐃ᦠ等がᣲげられる。�

��� 青翔エクス࣌リエンス・ラーニング・プログラム（Ｓ㹃㹊㹎）�

ＳＳＨ第㸯期の学校設定科目「スーパーアナライズ数学」をＳＳコースだけではなく第㸯

学年の全生徒にᒚ修さࡏ、生活と数学との関ࢃりを㢟ᮦとし、数理科学的思考ຊを㣴う方法

についての研究、実㊶及び中学校「統計」との᥋続の研究を行う。また、新たな学校設定科

目「スーパーロジック国語」を開設し、体㦂したことを表⌧する過⛬を㏻してㄽ理的思考ຊ

や表⌧ຊを㣴う方法の研究と実㊶を行う。さらに、ＳＳＨ㸯期目のＳＳコース対象の学校設

定科目「スーパー࢕ࣇールࢻワーク」及び「スーパーものづくり」の成果を活かし、全ての

生徒が自らの興味・関心に応じて選択できる課外活動プログラム「青翔アラカルト・ワーク

ショップ（ＳＡＷ）」を新設し、その研究と実㊶及び「スーパー探究科学」との㐃ᦠを行う。�

ホ౯方法としては、「スーパーアナライズ数学」と「スーパーロジック国語」について、展�

開内容や教ᮦ開発についての᳨ド、大学等との㐃ᦠの᳨ド、᪤Ꮡの「理数数学」や「国語⥲

ྜ」・「⌧௦ᩥ㹀」との体⣔的な㐃ᦠの᳨ド等がᣲげられる。また「ＳＡＷ」についても、展

開内容や教ᮦ開発についての᳨ド、௻ᴗ及び大学等との㐃ᦠの᳨ド等がᣲげられる。今後、

ジ࢙ࢿリックテスト等による生徒のリテラシーやコンピテンシーの分析も行うண定である。�
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��� アンケート結果�

ձ ＳＳＨの取組に参加したことによる科学ᢏ⾡に対する興味・関心・意欲への⫯定的(大変ቑし

た・ややቑした)ᅇ⟅のẚ㍑ 

 
 

ղ ＳＳＨの取組に参加したことでྥୖした事᯶（Ａ㹼㹎）
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ճ クラスูにぢるᑗ来ᑵきたい⫋ᴗ 
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��� 考ᐹ�

๓年度まではㄪ査の対象がＳＳコースのࡳであったが、新たに第 2 期目としてＳＳＨの指

定を受けたため、ＳＳの対象が全クラスとなった。したがって、それにకいアンケートㄪ査

も全クラスが対象になっている。ＳＳＨの取組に参加したことによる科学ᢏ⾡に対する興味・

関心・意欲への⫯定的(大変ቑした・ややቑした)ᅇ⟅について、ＳＳコースと理数コースのẚ

㍑ではＳＳコースの方が高い数್を♧していることが分かる。本校ではＳＳＨに関する取組

について、新⪺やテࣞࣅ、Ｗ㹃㹀な࡝によって広ሗ活動をしてきた。そのため、本校の≉Ⰽ

を理ゎしたୖで、本校に入学した生徒が多いと考える。≉にＳＳコースの生徒はそのഴྥが

ᙉい。これが理数コースの生徒より科学ᢏ⾡に対する興味・関心が高い୍ᅉであると考えら

れる。ただし、理数コースにおいても 50㸣を㉸えており、全体的に科学ᢏ⾡に対する興味・

関心は高いと思ࢃれる。 
ＳＳＨの取組に参加したことでྥୖした事᯶(A㹼P)についてࡳると、ＳＳコースが࡝の㡯

目においても⫯定的な意ぢの๭ྜが高い。≉に 3 年ＳＳコースはいࡎれの㡯目も高いことが

うかがえる。ＳＳコースの生徒は探究活動において大学の先生や௻ᴗの方から┤᥋指導やຓ

ゝを受けたり、校外での学会に✚ᴟ的に参加したりしてきた。それらの体㦂や⤒㦂から学ん

だことやᚓた自ಙが、このような結果に⧅がったと᥎ する。理数コースとＳＳコースのẚ

㍑では、≉に㢧ⴭな㐪いがぢられる事᯶の୍つに「P 国際ᛶ」がᣲげられる。ＳＳコースで

は、海外研修や国際学会への参加、英語でのアࣈストラクトの作成な࡝、英語にゐれるᶵ会

が理数コースより多いため、英語のᚲせᛶや㔜せᛶをឤじたのではないかと思ࢃれる。⫋ᴗ

選択については、いࡎれも理⣔の⫋ᴗを考えている生徒が多いことが分かる。ＳＳコースの

生徒には≉に、ＳＳＨの取組が理⣔の⫋ᴗ選択にᙉくᙳ㡪を୚えている。 
ＳＳの対象が全クラスとなって㸯年目であるため、ＳＳＨ指定 1 期目とẚべ、大きな変化

はまだぢられない。しかし、アンケートㄪ査の結果から、ᩥ⊩をㄞんだり、英語で発表した

り、学会に参加したりするな࡝、探究活動を㏻してᵝࠎな⤒㦂を✚ࡴことが科学ᢏ⾡に対す

る興味・関心をᙉめるだけでなく、理⣔の進㊰にも大きくᙳ㡪を୚えることが分かった。第

2 期目となるＳＳＨの指定を受け、対象が全クラスとなったいま、今後ＳＳＨの取組が生徒

に୚えるᙳ㡪に大いに期ᚅするとともに、さらなる理⣔ேᮦ育成にຊを入れていきたい。 
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� ＳＳＨとしての活動が、教員の考え方に࡝のような効果をもたらしているか。過ཤ㸳年間

の教員ྥけアンケート結果をもとに考えてࡳる。�
�

��� ＳＳＨの取組において、学⩦指導せ㡿よりも発展的な内容について㔜どしたか。�

� 過ཤ㸴年分のデータをぢると、高校の学⩦指導せ㡿よりも発展的な内容を㔜どして生徒を指導

している教員がቑえていることがఛえる。この㸴年間で、より高度な内容を探究活動に取り入れ

ようと意㆑する教員がቑえていることがࢃかる。また他のアンケート㡯目からも、教科・科目を

越えた教員の㐃ᦠの㔜ど度もୖ᪼しており、全教科体ไでＳＳＨ事ᴗに取り組んでいることがࢃ

かる。�

��� ＳＳＨの取組に参加したことで、生徒の科学ᢏ⾡に対する興味・関心・意欲はቑしたと思う

か㸽�

� 大多数の教員が、ＳＳＨの取組により生徒の科学ᢏ⾡に関する興味・関心や探究の学⩦に対す

る意欲がྥୖしていると実ឤしているようである。その๭ྜも㸴年間でቑ加ഴྥであり、探究活

動の活ᛶ化が進んでいることがఛえる。

�
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��� ＳＳＨの取組に参加したことで、生徒の࿘ᅖと༠ຊして取り組ࡴጼໃはቑしたと思う� �

か㸽��

� 多くの教員は、ＳＳＨの取組を㏻して、生徒が࿘ᅖと༠ຊして取り組ࡴጼໃがቑしたと実ឤし

ている。平成㸰㸶年度のㄪ査では、⣙㸷㸮㸣の教員が⫯定的なᅇ⟅をしている。� �

��� ＳＳＨの取組に参加したことで、自分から�୺体的に�取り組ࡴጼໃはቑしたと思うか㸽��

� 先࡝࡯の�3�の㡯目と同ᵝに多くの教員が生徒の自分から取り組ࡴጼໃがቑしたと実ឤしてい

る。᫖年度では⣙半数の教員が大変ቑしたとᅇ⟅している。最㏆では⣙㸷㸮㸣の教員が⫯定的に

ᅇ⟅している。୺体的かつ⬟動的に取り組ࡴጼໃのもと、࿘ᅖと༠ຊして課㢟のゎỴに取り組ࡴ

本校の探究活動は、まさにᩥ㒊科学┬が᥎ዡするアクテࣈ࢕・ラーニングであり、本校は全生徒

にそれを実㊶している。アンケート結果からも、ＳＳＨの認定を受けてからのこの㸴年間で、さ

らに充実してきたことがఛえる。�
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� 本校では、ＳＳＨ事ᴗの目的を十஧分に㐩成するため、学校長の୺導のもと、事ົ⫋員をྵࡴ

全⫋員が୍୸となって事ᴗ᥎進に取り組んでいる。また校内に、研究開発の᰾となるＳＳＨプロ

ジ࢙クト会議を設⨨する࡯か、ＳＳＨᴗົの෇⁥な㐠Ⴀのために理数ＳＳＨ㒊を⨨いている。ま

た、学㆑⤒㦂⪅や広くᆅᇦからの意ぢを⪺くため、ＳＳＨ㐠Ⴀ指導委員会及び学校ホ議員会をそ

れࡒれ年㸯ᅇ開ദしている。
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� � 㐠Ⴀ指導委員� 奈良教育大学ඖ学長� � � � � � � � � � � � � 長཭� ᜏே 
奈良教育大学教育学㒊理科教育教ᤵ� � � � � � ࿴⏣� ✨㝯�

� � � � � � � � � 奈良教育大学教育学㒊数学科教育෸教ᤵ� � � � ⰼᮌ�  良�
� � � � � � � � � 奈良ዪᏊ大学理学㒊生≀科学科教ᤵ� � � � � � ᫓本� ᫭Ụ�
� � � � � � � � � 奈良ዪᏊ大学理学㒊化学科教ᤵ� � � � � � � � 中⃝�  㝯�
� � � � � � � � � 奈良ዪᏊ大学理学㒊≀理学科教ᤵ� � � � � � � ᒣ内� ⱱ㞝�
� � � � � � � � � 奈良ዪᏊ大学大学㝔ே間ᩥ化研究科教ᤵ� � � � ᑠᯘ�  Ẏ�
� � � � � � � � � ி㒔大学大学㝔理学研究科生≀科学ᑓᨷ教ᤵ� � ⏣ᮧ�  実 

ி㒔大学基礎≀理学研究所෸教ᤵ� � � � � � � ᮧ℩� 㞞ಇ�
� � � � � � � � � ⏣ᮧ⸆品工ᴗᰴᘧ会♫取⥾役会長� � � � � � � ⏣ᮧ� ᜨ᫛�
� � � � � � � � � 奈良県高ᕷ㒆᫂日㤶ᮧ教育委員会教育長� � � � ⏣中� ♸஧ 
� � ⟶理ᶵ関� � � 奈良県教育委員会事ົᒁ学校教育課指導୺事� � 長⏣� ┿⠊ 
� � 本校ฟᖍ⪅� � 校長、教㢌（中学・高校）、事ົ長、理数ＳＳＨ㒊長、教ົ୺௵、 
� � � � � � � � � 進㊰指導୺事、理数ＳＳＨ๪㒊長（㸰名）、理数ＳＳＨ㒊員（㸲名） 

�

� � スーパーサイエンスハイスクール研究開発の中心となる会議である。�
� � � 校長、教㢌（中学・高校）、事ົ長、理数ＳＳＨ㒊長、理数ＳＳＨ๪㒊長㸰名、理数ＳＳＨ

㒊員ⱝᖸ名、教ົ୺௵、進㊰指導୺事、各教科୺௵からなる。 

、奈良県教育委員会 

学校ホ議員会 

分 ᤸ 会 議 

ＳＳＨプロジ࢙ クト᥎進体ไ 
全校体ไで取り組ࡴため、事ົ⫋員を 
�。れかの㒊㛛にᒓするࡎ全⫋員がいࡴྵ

 
࠙⥲ົ・⤒理ࠚ 

 
�ＳＳＨ事ᴗ全⯡の計画・ㄪᩚۍ
�各種国内研修の௻画・立᱌ۍ
�海外研修行事の௻画・立᱌ۍ
�他分ᤸ・科目間の㐃⤡ㄪᩚۍ
�⤡㐠Ⴀ指導委員・県教委との㐃ۍ
�ＳＳＨ研究開発ሗ࿌書の作成ۍ
�ண⟬᱌の作成ۍ
�㹈Ｓ㹒㺃県教委とのண⟬ㄪᩚۍ
 

࠙ㄪ査・研究ࠚ 
 
�カリ࢟ュラム・シラバスの᳨ウۍ
�ＳＳＨ科目の指導法・ホ౯の研究ۍ
�の作成『Ｓ探究科学ㄽᩥ㞟』ۍ
�各種アンケートの実施・᳨ドۍ
�ＳＳＨ生徒委員会の指導等ۍ
 ンジ࣏イント⟶理ࣞࣕࢳ青翔ۍ
及び探究活動『不思議ノート』ۍ
� のデータベース化の研究 

࠙広ሗ・΅外ࠚ 
 
�大学や研究ᶵ関等との㐃ᦠۍ
�海外姉妹校との㐃⤡ㄪᩚۍ
�ᑠ学校・中学校への広ሗ等ۍ
�科学㒊との㐃ᦠۍ �
�本校Ｗeb࣌ージの更新ۍ
 等の作成『⪺青翔ＳＳＨ新』ۍ
�ሗ㐨ᶵ関との㐃⤡・資料作成ۍ
 

校�  長 

教㢌（中学・高校） 

⫋ 員 会 議 

事 ົ 長 

教 科 会 議 

学 年 会 議 

理数ＳＳＨ㒊（㒊長㸯名、๪㒊長㸰名、㒊員） 
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�

��� � 本校ＳＳＨ第 � 期の最大の成果である学校設定科目「スーパー探究科学」における本校独

自の効果的な探究活動の指導法について、さらなる研究開発を継続するとともに、他のＳＳ

Ｈ校への成果の普及を図る。�

��� � 『スーパー探究科学指導資料≪基礎・基本編≫』及び『スーパー探究科学指導資料≪研究・

発展編≫』の改訂を進めるとともに、他のＳＳＨ校をはじめ多くの高等学校等に配付する。�

��� � 生徒が日常生活の疑問点を書き留めた『不思議ノート』を分析し、それをデータベース化

することで、探究活動に役立てる指導を行う。�

��� � 今年度から始めた中学 3 年生への課外活動「理科探究」及び「数学探究」について、担当

教員や生徒へのアンケートを分析し、指導計画や指導内容を改良する。�

��� � 新たな学校設定科目「スーパーサイエンス英語」について、今年度の取組の成果を踏まえ、

改善点を確認することで、さらなる発展を目指す。また、平成 30 年度から実施する学校設定

科目「グローバルコミュニケーション」の準備を行う。�

��� � タイの姉妹校との交流については、本校生徒の訪問は今年度が 3 年目ということもあり、

研修内容もかなり充実してきた。今後は、両校間の共同研究についても模索していきたい。

また、タイ生徒の受け入れについては、今年度初めて本校生徒宅へのホームステイを実施し

たことで、両校の生徒間により深い絆が生まれた。今後もこの形を踏襲したい。� �

��� � ���以外の海外研修においては、今年度ハワイからアメリカ西海岸に変更したが、生徒への

アンケート結果等に基づき、より研修効果の高い訪問先を選定したい。� �

��� � 学校設定科目「スーパーアナライズ数学」について、対象生徒を学年全体に広げ、単位数

を 2 単位に拡大したことで、パソコンによる統計処理の指導が十分行えるようになった。今

後は、生徒へのアンケートを参考にして、さらに指導内容の充実を図りたい。�

��� � 平成 30 年度から実施する学校設定科目「スーパーロジック国語」に対する準備を行う。�

��� � 生徒が自己の興味・関心に応じて講座を自由に選択できる課外活動である「青翔アラルト・

ワークショップ（ＳＡＷ）」については、教科・科目の枠を越えて多くの教員が講座を開講

した。その結果、過半数の生徒が意欲的に講座に参加し、学んだ分野への興味・関心を高め

ている。今後は生徒への講座の紹介の仕方や実施される講座の時期・内容等についてさらに

改善していきたい。��

� � +�� 年度�

�第�期�年次��

+�� 年度�

�第�期�年次��

+�� 年度�

�第�期�年次��

+�� 年度�

�第�期�年次��

+�� 年度�

�第�期�年次��

+�� 年度�

�第�期�年次��

各種学会発表生

徒数�延べ��
－� 3 名 23 名 67 名 72 名 70 名 

科学オリンピック参

加生徒数�延べ��
88 名 88 名 104 名 137 名 94 名 95 名 

日本学生科学賞

奈良県審査入賞

�作品数��

�  
 
優秀賞�2��
�

佳作�2��

 
 
優秀賞�3��
�

佳作�2��

知事賞�

�

�

�

佳作�2��

知事賞�

県教育委員会賞�

 
優秀賞�1��
佳作�3�  
学校賞�

�

知事賞�

県教育委員会賞�

 
優秀賞�4��
佳作�2���
学校賞�

 �

知事賞�

県教育委員会賞 
商工会議所会長賞�

優秀賞�2��
佳作�2��  
学校賞�

国際交流実施状

況�� �内は参加

生徒数��

�

－�

ハワイ訪問�8�� ハワイ訪問�8��
タイ来日�3��

ハワイ訪問�6��
タイ訪問�8��
タイ来日�8��

ハワイ訪問�8��
タイ訪問�8��
タイ来日�8��

アメリカ訪問�12��
タイ訪問�8��
タイ来日�8��
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平成28年度における中学校第１・２・３学年 及び 高等学校第１・２・３学年の教育課程表

青 翔 中 学 校 青 翔 高 等 学 校（ 理 数 科 )

コース・ ｽｰﾊﾟｰ 理数 ｽｰﾊﾟｰ 理数 ｽｰﾊﾟｰ 理 数 ｺｰｽ
学 年 区分 標 型 ｻｲｴﾝｽ ｻｲｴﾝｽ ｻｲｴﾝｽ

準 ｺｰｽ ｺｰｽ ｺｰｽ ｺｰｽ ｺｰｽ 自然科学 人間科学
単 学教 科 教 科 位 １ １ ２ ２ ３ ３ ３１ ２ ３ 数 年科 目 （１） （２） （１） （２） （１） （１） （１）

国 語 総 合 4 ４ ４

国 語 表 現 3
(4) (4) (3)

現 代 文 Ａ 2
国 語 140 140 105 国 語

現 代 文 Ｂ 4 ２ ２ ２ ２ ４
時間 時間 時間

古 典 Ａ 2

古 典 Ｂ 4 ２ ２ ２ ２ ２

世 界 史 Ａ 2 ２ ２

世 界 史 Ｂ 4

地 理 日 本 史 Ａ 2

(3) (3) (4) 歴 史 日 本 史 Ｂ 4 ウ４

社 会 105 105 140 地 理 Ａ 2

時間 時間 時間 地 理 Ｂ 4 ２ ２ ２ ２ ２

普 現 代 社 会 2 ２ ２

公 民 倫 理 2

政 治 ・ 経 済 2

保 健 (3) (3) (3) 保 健 体 育 7～ 8 ３ ３ ２ ２ ２ ２ ２
105 105 105

各 体 育 時間 時間 時間 各 通 体 育 保 健 2 １ １ １ １

(1.3) (1) (1) 音 楽 Ⅰ 2
音 楽 45時間 35時間 35時間

芸 術 美 術 Ⅰ 2 ２ ２
(1.3) (1) (1)

美 術 45時間 35時間 35時間 書 道 Ⅰ 2

教 ｺﾐｭﾆｹーｼｮﾝ英語基礎 2

ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ英語Ⅰ 3 ２ ３

ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ英語Ⅱ 4 ３ ３

ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ英語Ⅲ 4 ４ ４ ４
(5) (5) (5)

科 英 語 表 現 Ⅰ 2 ２ ２
外国語 175 175 175 外国語

英 語 表 現 Ⅱ 4 ２ ア４ ２ ２
時間 時間 時間

英 語 会 話 2 ２
教 教

科 学 英 語 2

ｽー ﾊ゚ ｺーﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ英語Ⅰ 2 ２

ｽー ﾊ゚ ｺーﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ英語Ⅱ 2 ２

家 庭 基 礎 2 ２ ２

技 術 (2) (2) (1) 家 庭 家 庭 総 合 4

・ 70 70 35 生活デザイン 4

家 庭 時間 時間 時間 社 会 と 情 報 2 ０ ０
情 報

情 報 の 科 学 2

普 通 教 科 ・ 科 目 小 計 16 17 18 18 14・18 14 18・22

科 (5) (4) (5) 科 理 数 数 学 Ⅰ 4～ 8 ４ ４

数 学 175 140 175 理 数 数 学 Ⅱ 6～15 ５ ５ ３ ３ ３

時間 時間 時間 理数数学特論 3～ 8 ア４ ４

理 数 物 理 4～ 9 ２ ２ ２ ２

専 理数物理特論 3～ 4

理 数 化 学 4～ 9 ２ ２ ２ ２

理数化学特論 3～ 4 ４ ４ ４ ４ ウ４

理 数 理 数 生 物 4～ 9 ２ ２ ２ ２
(4) (5) (5)

門 理数生物特論 3～ 4
理 科 140 175 175 ４

理 数 地 学 4～ 9
時間 時間 時間

課 題 研 究 2～ 4 ２ ２ ２

ｽｰﾊﾟｰﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ※ 1

教 ｽー ﾊ゚ ｰものづくり※ 1 ※１

探 究 科 学 3

ｽｰﾊﾟｰ探究科学 4 ２ ２

ｽー ﾊ゚ ﾛーｼ゙ ｯｸ国語 2

科 ｽー ﾊ゚ ｱーﾅﾗｲｽ゙ 数学 1 ２ ２

ＳＳＨ ｽー ﾊ゚ ｻーｲｴﾝｽ英語 1 １

ｸ゙ ﾛー ﾊ゙ ﾙｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ 1

ｽｰﾊﾟｰ探究科学 4 ２ ２

専 門 教 科 ・ 科 目 小 計 15 14 14 13 13・17 17 9・13

総合的な (1.4) (2) (2) 総合的な学習の時間
1 ※1/3 ※1/3 ※1/3 ※1/3 ※1/3 ※1/3 ※1/3

学習の時間 50時間 70時間 70時間 「奈良TIME」※

(1) (1) (1)
道 徳 各 教 科 ・ 科 目 等 計 31+1/3 31+1/3 32+1/3 31+1/3 31+1/3 31+1/3 31+1/3

35時間 35時間 35時間

(1) (1) (1)
特別活動 特 別 活 動 ホームルーム活動 １ １ １ １ 1 1 1

35時間 35時間 35時間

(４) (４) (４)
青翔ﾀｲﾑ 合 計 32+1/3 32+1/3 33+1/3 32+1/3 32+1/3 32+1/3 32+1/3

140 140 140

合 計 (36) (36) (36) ＊ 総合的な学習の時間「奈良TIME｣は、３年間で１単位を履修する。
1260 1260 1260 ＊ 情報「社会と情報」(2単位)は、「ｽｰﾊﾟｰｱﾅﾗｲｽﾞ数学」(1年の1単位)、「ｽｰﾊﾟｰ探究科学」(1年の1単

位)の計2単位で代替する。
＊月２回の土曜授業（午 ＊ スーパーサイエンスｺｰｽ１年生の外国語「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ」(3単位)のうち1単位は、「ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽ英語」(1
前中４限授業）を行う。 注 単位)により代替する。

注 ＊「スーパーものづくり」は、夏期集中特別講座とする。
＊ 理数コースでは、３年次より「自然科学型」と「人間科学型」に類型分けをする。
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表紙写真について

表表紙は、平成 年 月 日～ 日に行った「ＳＳアメリカ西海岸研修」に参加した

本校第 学年生徒が撮影した写真を中心に構成しています。

裏表紙のポスターは、ＳＳコース第 学年生徒が、平成 年 月 日に京都大学で開催

された日本菌学会高校生ポスター発表で優秀ポスター賞を授与されたものです。

文部科学省研究開発校 
スーパーサイエンスハイスクール 

研究開発実施報告書 

平成２８年度指定（第１年次） 
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